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               平成１３年第３回定例会   

              斑 鳩 町 議 会 会 議 録                                    

                              平成１３年６月１日 

                              午後１時４５分 開会

                              於 斑鳩町議会議場 

 

  １，出席議員（１６名） 

     １番  森 河 昌 之         ２番  小 野 隆 雄 

     ３番  村 中 政 昭         ４番  山 本 直 子 

     ５番  松 田   正         ６番  中 西 和 夫 

     ７番  野 呂 民 平         ８番  里 川 宜志子 

     ９番  松 村 健 一        １０番  西 谷 剛 周 

    １１番  萬里川 美代子        １２番  中 川 靖 広 

    １３番  喜 多 郁 子        １４番  浅 井 正 八 

    １５番  木 田 守 彦        １６番  吉 川 勝 義 

 

  １，欠席議員（０名） 

 

 

  １，出席した議会事務局職員  

   議 会 事 務 局 長                    小 野 美枝子     係  長   上 埜 幸 弘 

 

  １，地方自治法第１２１条による出席者 

   町      長  小 城 利 重   助      役  芳 村   是 

   収 入 役                    中 野 秀 樹   教 育 長                   栗 本 裕 美 

   総 務 部 長                    植 村 哲 男   総 務 課 長                   西 本 喜 一 

   総 務 課 参 事                    吉 田 昌 敬   企 画 財 政 課 長                   池 田 善 紀 

   企画財政課参事                    野 口 英 治   税 務 課 長                   植 嶋 滋 継 

   監 査 書 記                    藤 原 伸 宏   住 民 生 活 部 長                   中 井 克 巳 

   福 祉 課 長                    浦 口   隆    健 康 推 進 課 長                   西 田 哲 也 
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   環 境 対 策 課 長                    清 水 孝 悦   住 民 課 長                   阪 野 輝 男 

   都 市 建 設 部 長                    鍵 田 徳 光   建 設 課 長                   堤   和 雄 

   観 光 産 業 課 長                    杉 本 正 二   都 市 整 備 課 長                   藤 本 宗 司 

   教 委 総 務 課 長                    清 水 建 也   生 涯 学 習 課 長                   水 田 美 文 

   上 下 水 道 部 長                    辻   善 次   上 水 道 課 長                   御宮知 恒 夫 

   下 水 道 課 長                    田 口 好 夫 

 

  １，議事日程  

  日程 １．会議録署名議員の指名 

  日程 ２．会期の決定について 

  日程 ３．建設水道常任委員長報告について 

日程 ４．厚生常任委員長報告について 

日程 ５．総務常任委員長報告について 

日程 ６．議案第２１号 住民訴訟にかかる弁護士報酬の負担について 

日程 ７．議案第２２号 平成１３年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）につい 

              て 

  日程 ８．諮問第 １号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて

              （その１） 

  日程 ９．諮問第 ２号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて 

（その２） 

日程１０．認定第 ２号 町道の認定及び路線変更について 

日程１１．認定第 ３号 平成１２年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について 

日程１２．報告第 ６号 平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告につい 

て（一般会計） 

日程１３．報告第 ７号 平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告につい 

て（公共下水道事業特別会計） 

日程１４．報告第 ８号 平成１２年度斑鳩町水道事業会計予算繰越計算書の報告 

について 

日程１５．報告第 ９号 平成１２年度斑鳩町文化振興財団事業報告及び平成１３ 

年度斑鳩町文化振興財団事業計画の変更（第１号）につ
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いて 

  日程１６．報告第１０号 平成１２年度斑鳩町土地開発公社業務報告及び平成１３ 

年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第１号）につ

いて 

日程１７．推薦第 １号 斑鳩町農業委員会委員の推薦について 

追加日程 １．承認第 ４号 町長専決処分について承認を求めることについて 

（平成１３年度斑鳩町老人保健特別会計補正予算 

（第１号）について） 

追加日程 ２．承認第 ５号 町長専決処分について承認を求めることについて 

 （平成１３年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予 

算（第１号）について） 

 

  １，本日の会議に付した事件  

    議事日程に同じ 
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          （午後１時４５分 開会） 

○議長（小野隆雄君）  皆さん、こんにちは。 

 ただいまの出席議員は１６名で全員出席であります。よってこれより平成１３年第３

回斑鳩町議会定例会を開会いたします。 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 初めに、町長より議会招集のあいさつをお受けいたします。小城町長。 

○町長（小城利重君） 皆さん、こんにちは。 

 平成１３年第３回町議会定例会を招集いたしましたところ、議員皆様方には、公私何

かとお忙しい中、お繰り合わせの上ご出席を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 平素は、町政諸般にわたり格別のご支援とご協力を賜り、おかげをもちまして各事業

を円滑に推進させることができ、心から感謝を申し上げる次第でございます。 

 また、平成１３年度も既に２カ月が過ぎ、職員ともども一丸となって本年度事業の早

期実施を図るべく、積極的に取り組んでいるところであり、議員皆様方のより一層の温

かいご支援、ご協力を賜り、円滑かつ効果的な事業推進に向けて全力を挙げて努めてま

いりたいと考えているところであります。 

 さて、本定例会は、住民訴訟にかかる弁護士報酬の負担についてなど１１議案を提出

させていただいております。いずれの議案につきましても、温かいご審議を賜りまして

原案どおりご承認をいただきますようお願い申し上げます。 

 また、去る５月１７日、 巳、松田両監査委員には、水道決算監査について克明にご

審査をいただき、深く感謝を申し上げますともに、賜りましたご意見を踏まえまして、

さらに合理的、効果的な運営に努め、飲料水の安定供給に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 提出議案の説明は後刻とさせていただくこととし、簡単ではございますが招集のあい

さつとさせていただきます。 

 なお、私ごとでありますが、この機会をおかりいたしまして、現在の私の心境につい

て述べさせていただきたいと思います。 

 月日のたつのも早いもので、私の町長としての４期目の任期もあと４カ月余りとなり

ました。就任させていただきましてからは、常に住民の皆様が安全で安心して暮らせる

まちづくりに誠心誠意努めてまいりました。 

 ４期目における重点施策として、行財政改革と効率的な行政運営の推進、快適な生活
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環境基盤整備と都市基盤整備の促進、少子高齢化社会に対応できる生涯福祉施策の推進

、地域文化の振興と生涯学習の推進、歴史遺産を活用した斑鳩らしい景観の創造と観光

振興、いきいきとした産業振興施策の推進、ふるさとへの愛着を育むコミュニティづく

りの推進の７つを公約とさせていただき、特に情報公開制度の導入、ごみ減量化対策事

業としてごみの有料化と分別収集の実施、ダイオキシン対策として衛生処理場の焼却炉

整備、いかるがパークウェイ整備事業、都市計画道路法隆寺線の着手、ふれあい交流セ

ンターの整備、介護保険制度の円滑な導入、藤ノ木古墳の史跡整備など順調な事業の推

進に邁進できましたことは、ひとえに議員皆様方の温かいご理解とご協力のおかげと衷

心より深く感謝いたしている次第でございます。 

 斑鳩町の新しい総合計画は、新たな時代潮流や多様化する住民ニーズに対応できる魅

力あるまちづくりを推進するために、時代の大きな変化にこたえる地域の資源を活用し

、新しい個性を創出する住民と行政協働によるまちづくりの３点を計画の大きなねらい

と定め、町民憲章に掲げる和の精神を基本としたまちづくりを推進し、今後さらに皆様

方のご支援を賜りながら、愛すべきふるさと斑鳩を未来へ引き継ぐため、初心を忘れず

、引き続き町勢の発展に尽くしてまいりたいとその意を固めているところでございます 

。よろしくご理解賜りますようお願い申し上げます。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（小野隆雄君）  ただいまから議事に入ります。 

 本定例会の議事日程は、お手元に配付をいたしております議事日程表のとおりであり

ます。よってこれに従い議事を進めてまいります。 

 まず、日程１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、議長において指名いたします

。本定例会の会議録署名議員には、１番、森河議員、３番、村中議員を指名いたします

。両議員には、会期中よろしくお願いいたします。 

 続きまして、日程２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期を、本日から本月２２日までの２２日間と定める

ことについて、これにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よって本定例会の会期は、本日から本月２ 

２日までの２２日間と決定いたしました。 

 続きまして、日程３、建設水道常任委員長報告についてを議題といたします。 
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 平成１３年第１回斑鳩町議会定例会において、建設水道常任委員会の閉会中における

継続審査とされましたことについての審査結果についての報告を求めます。６番、中西

委員長。 

○建設水道常任委員長（中西和夫君） それでは、建設水道常任委員長報告をさせていた 

だきます。 

 ３月定例会後、閉会中の５月２２日に全委員出席のもと建設水道常任委員会を開催し

、継続審査事案を初めその他所管事務に関する調査を行いました。その審査の概要につ

いてご報告を申し上げます。 

 初めに、継続審査案件であります公共下水道事業に関することについてを議題とし、

理事者側より説明を求めたところ、流域下水道事業の進捗については、安堵町に設置さ

れます中継ポンプ場築造工事につきまして、基礎杭２４６本を完了し、８段目の支保工

のうち１段目の支保工に着手しているところであり、３０％の進捗率となっている。次

に、竜田川幹線管渠第２号については、安堵町内の発進立て坑から約３０メーター進ん

でおり、約２２％の進捗率となっている。次に、竜田川幹線管渠第３号工事については

、順調に工事が進んでおり、前回の３月１４日当委員会で報告後４８０メーター進み、

全延長が１，６２０メーターで、約４９％の進捗率となっている。 

 続いて、公共下水道事業の進捗については、１２年度明許繰り越しした公共第６号１

３処理分区第７工区－１、服部２丁目地内については、推進立て坑の築造工事を完了し

ており、進捗率としては６０％で、平成１３年６月２９日竣工を予定しているとの説明

を受け、本件については、質疑もなく、審査を終えることにいたしました。 

 次に、６月定例議会提出予定議案についてでありますが、１つは、町道の認定及び路

線変更について、２つは、平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について、

３つは、平成１２年度斑鳩町水道事業会計予算繰越計算書の報告についてであります。

いずれも６月定例会に提出が予定されているということで、あらかじめ説明を受けたと

いうことで終わりました。 

 なお、町道の認定及び路線変更については、開発行為等により寄附を受けた興留１丁

目、龍田南６丁目地内の２路線の認定及び平成１０年３月に町道認定されている町道４

０１４号線（都市計画道路法隆寺線）について、起終点の変更による町道の路線変更を

予定しているもので、委員より若干のお尋ねがあり、理事者側より一定の答弁がありま

した。 
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 続いて、各課所管に関する事項について報告を求めたところ、まず平成１３年度斑鳩

町一般会計補正予算（第１号）についてのうち、当委員会所管に属するものについて、

それぞれ担当課より補正予算の説明がありました。 

 次に、平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告についてのうち、当委員会所

管にかかわるものについて、それぞれ担当課からの説明がありました。 

 次に、町営住宅募集についてでありますが、これについては、長田団地Ａ棟、Ｂ棟、

追手団地２の各棟が空き家となっている関係で今回募集をしている。申し込み用紙の配

布期間については、５月１４日から３０日の間で、受け付け期間については５月２１日

から６月４日で現在受け付けを行っているとのことでした。 

 次に、服部区画整備事業について。服部地区の区画整備事業は、前回の平成２年の線

引きの用地に当たり、市街化区域への編入要望が出され、平成４年の線引きの見直しの

際に、２．５ヘクタールの区域が面的整備を条件とした法定保留区域に指定されたとこ

ろである。今回の線引きの見直しについては、市街化区域に編入されることを受け、去

る５月１１日には、区画整備事業を実施される組織として「いかるがの里服部農住組合

」の創立総会が開催され、そこで定款、組合規約、事業基本方針、事業計画等事業を進

めるために必要な事項について組織されたところである。今後の組合としての動きとし

て、農住組合の設立認可申請を行い、その設立の認可を受けることで、土地区画整備事

業の施行認可、そして土地区画整備事業の実施ということで進められる予定となってい

る。現在における事業の概要としては、区画整備事業区域約１．８ヘクタールで、平成

１３年度中に諸手続を完了されるということになっており、１４年から１５年で造成工

事をされる予定である。 

 町としても、当該事業地区は、法隆寺線、そしてパークウェイ４００メーターのモデ

ル区間とつながっており、まちづくりのモデル的な事業としての期待をしているところ

から、当該組合員、事務局たるＪＡと十分調整を図り、支援を行っていきたいと考えて

いるとの説明があり、委員より、地域住民から相談を持ちかけられることがあり、事業

の内容、進捗については、地元議員のみならず議会へも随時報告をしていただくように

と要望がありました。 

 次に、第１浄水場整備事業については、水道事業認可変更の手続を行い、本年３月２

１日に県から認可をいただいたところである。実施設計に当たっては、場内の地下埋設

調査及び土質調査業務委託を行い、実施設計委託業務を３月６日から７月３１日までの
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期間で実施を行っている。第１浄水場の建設の発注については、条件付き一般競争入札

を考えており、平成１５年４月に供用開始を行っていきたいとの報告を受けました。 

 次に、漏水防止と管網整備については、漏水防止対策として、本年度の実施区域につ

いては、昨年度同様町内対象に、路線延長では１１５．８キロメートルを対象として、

４月２６日に入札を行い、５月１１日から１１月３０日にかけて実施し、漏水箇所の復

旧及び配水管更新に向けた今後の計画の見直しを図っていく。また、管網整備について

は、最近特に新聞紙上で水道水の安全性について報道されているところであり、鉛製給

水管については、上水施設の創設から全国的に給水材料として使用されており、管網整

備等の機会をとらえて鉛管の回収を図っているところであるが、一部地域において未整

備箇所があると推定されることから、鉛管使用箇所の調査とその対応を早急に図ってい

きたいとの報告を受けました。 

 次に、その他委員より意見質疑を求めたところ、国道１６８号線の歩道整備に係る路

線敷の路上駐車についてなどの質問があり、理事者側より一定の答弁がされました。 

 以上が、閉会中におけます当委員会にかかわります審査事案の主な審査の概要であり

ますが、詳細につきましては会議録に整理させていただいておりますので、ごらんいた

だきますようお願い申し上げます。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（小野隆雄君）  次に、日程４、厚生常任委員長報告についてを議題といたします 

。 

 同じく、閉会中における厚生常任委員会の審査結果についての報告を求めます。１３

番、喜多委員長。 

○厚生常任委員長（喜多郁子君） それでは、厚生常任委員長報告をさせていただきます 

。 

 ３月定例会後、閉会中の４月２３日、５月２３日の両日に全委員出席のもと厚生常任

委員会を開催し、継続して審査中の事案等についての審査を行いました。その審査の概

要についてご報告をいたします。 

 初めに、４月２３日開催の委員会でありますが、継続審査事案であります（仮称）総

合福祉会館整備事業についてを議題とし、理事者側より説明を求めたところ、町が予定

している用地の候補地については、地権者の方にはすべて協力をお願いしに回ったとこ

ろであるが、まだ町が予定している用地の面積の確保に至るまで少し足らない状況であ

り、引き続き用地交渉に当たっていきたいと考えているとの説明を受け、委員より、引
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き続き交渉を重ねてもうまくいかなかった場合、他の場所で用地を確保するという方向

づけはあるのかと質問され、理事者側より、地権者からはおおむねの了解はいただいて

いるが、若干協力のいただけない方がおられる。その方について引き続き交渉をしてい

くという状況で、現時点では他の場所についての用地確保は考えていないとの答弁があ

り、当日の審査を終えることにいたしました。 

 次に、各課報告事項として、まず衛生処理場ろ過式集塵機ろ布損傷事故についての報

告を受けました。この事故の発生経過といたしまして、３月３０日午後３時ごろ、ろ過

式集塵機に異常警報が発生したため、すぐに焼却を停止し、ろ布の損傷と思われるため

施工業者に連絡をとり、翌日点検したところ、１号、２号炉ともにろ布が焼損している

ことが判明し、特に１号炉のろ布が大半焼損。２号炉については比較的損傷が少なく、

１５６本のろ布のうち、使用不能と判断されたろ布が４３本あり、残りについては短期

的には使用可能と判断された。その後、ろ布の交換作業を行い復旧に努め、４月１６日

からは、１号炉、２号炉とも通常運転を行っている。現在、調査のため、１号炉、２号

炉の運転状況や集塵機内のろ布の一部を分析し、その原因の究明を行っているところで

あるとの報告を受け、委員より、フィルターの通常の使用に関しては、何年くらいで取

りかえを必要とするのかと質問され、理事者より、フィルターの耐用年数は通常４年と 

聞いており、ローテーションを組んで交換している状態であるとの答弁がありました。 

 次に、生ごみ処理機の設置について報告を受けることといたしました。 

 生ごみ処理機は、平成８年に斑鳩東小学校に試験的に１台設置し、現在学校給食の生

ごみを堆肥化しており、当初斑鳩東小学校以外の学校にも処理能力の大きな機械をもう

１台設置する計画をしていたところであったが、大きな生ごみ処理機の維持管理の難し

さや、投入するための運搬に人的、時間的な問題があること、また子どもたちの身近に

あることが大きな効果を期待できるため、今回斑鳩小学校、斑鳩西小学校、斑鳩中学校

、斑鳩南中学校に、性能がよくコンパクトになったもので計４台を設置したいと考えて

いる。現在、各学校の生ごみ発生量や設置場所の条件により、設置する機械の検討を行

っているとの報告を受けました。 

 このことについて委員より、予算的に当初南中学校に大型を設置するのと、各校にそ

れぞれ設置するのとではどのようになるのかと質問され、理事者側より、当初予算の範

囲内の中で４台を賄うことになるとの答弁がありました。また、委員より、当初１台を

設置すると言っておきながら、今回４台を設置するというのはどういう発想からか、な
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ぜもっと内部で機種等を検討して予算化していけなかったのかと質問され、理事者側よ

り、今回発注する段階において、各学校から排出される生ごみの処理量等を把握をする

中で、また新しい機種が出たことから、再度検討する中で、各校に設置をしていくとい

う考え方で予算措置をお願いしたいとの答弁がありました。さらに委員より、各校に設

置するということについては非常によいことだと思うが、処理能力の問題や堆肥の状況

、利用などについてもよく調査研究をしていただきたいとの意見がありました。 

 次に、奈良県において、緊急地方道路整備事業として県道大和高田斑鳩線跨線橋補修

工事が実施され、それに伴う本町の自転車等駐車場の運営について報告があり、この工

事は、県道大和高田斑鳩線のうち、ＪＲ大和路線をまたいでかけ渡された橋梁部分を補

強する工事で、本年２月１４日から１２月末までの工期で実施されているところである

が、この工事により、ＪＲ法隆寺駅の両出口に設置しております町営自転車等駐車場の

うち、北口自転車等駐車場の一部がつり足場設置等に伴い利用不可となるなどの影響が

あり、当該駐車場に影響がある期間は６月１日から１２月中旬までで、台数にして８０

台程度が利用不用になるのではないかと考えている。利用台数の確保については、当該

駐車場は、収容可能台数約７５０台に対し、現在１日７３０台の利用があり、この工事

により収容可能台数は６７０台となり、約６０台が利用できないということになるが、

駐車スペースを最大限活用し、詰めて駐車していただくなどできる限り駐車をしていた

だくとともに、啓発を充実することにより、特に単車等の利用者については、南口自転

車駐車場に回っていただく措置や一時預かり利用者についても、他の方法による駅利用

もしくは南口に回っていただくよう協力を呼びかけて収容台数の緩和に努めてまいりた

いと考えているとの報告を受けました。 

 このことについて委員より、できるだけ早く利用者に告知をしてもらい、わかりやす

く工夫をして看板などを立てていただくようにとの要望がありました。 

 以上これらの報告事項については、当委員会として了承をしたということで終わり、

その他各委員より質疑意見をお受けしたところ、火災跡の廃材の処理方について、家電

リサイクル法実施に伴う不法投棄について、ごみステーションの設置について、奈良県

ごみ処理広域化計画について、介護保険料の徴収方法について、食廃油の収集場所につ

いてなどの質疑意見があり、理事者側より一定の答弁があり、当日の委員会を終わるこ

とといたしました。 

 続きまして、５月２３日開催の委員会でありますが、初めに継続審査であります（仮
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称）総合福祉会館整備計画については、前回の委員会以後進展がないとの報告であり、

審査を終わることといたしました。 

 次に、本定例会に提出が予定されている案件、１つとして、町長専決処分について承

認を求めることについて（平成１３年度斑鳩町老人保健特別会計補正予算（第１号）に

ついて）、２つとして、町長専決処分について承認を求めることについて（平成１３年

度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について）の２議案については、５

月３０日付をもって町長専決処分の手続がとられることになることから、６月議会に追

加議案として付議されることの報告を受け、そのことを前提に理事者より概要説明を受

けました。 

 次に、各課報告事項として、平成１３年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）につい

てのうち、当委員会の所管に属するものについて、平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越

計算書の報告について（一般会計）のうち、当委員会所管に属するものについて、それ

ぞれ説明を受けました。 

 次に、その他各委員より質疑意見を求めたところ、福祉サービス事業に伴う車椅子等

介護用品の補助金制度について、国民健康保険の納付業務が来年度から社会保険庁へ移

行することについて、奈良県ごみ処理広域化計画の進捗について、不法投棄の現状につ

いて、リフト付きマイクロバスの利用実績について、介護保険料の滞納状況についてな

どの質疑意見が出され、理事者側から一定の答弁がされております。 

 以上が閉会中におけます当委員会の審査の概要であります。詳細につきましては会議

録に整理させていただいておりますので、ごらんいただきますようお願い申し上げます

。 

 これをもちまして厚生常任委員長報告を終わらせていただきます。ご清聴ありがとう

ございました。 

○議長（小野隆雄君）  次に、日程５、総務常任委員長報告についてを議題といたします 

。 

 同じく、閉会中における総務常任委員会の審査結果についての報告を求めます。４番

、山本委員長。 

○総務常任委員長（山本直子君） それでは、総務常任委員長報告をさせていただきます 

。 

 閉会中の５月２１日、全委員出席のもと総務常任委員会を開会いたしました。当日の
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審査事項は、継続審査事案と所管事務に関する調査等で、その審査の概要についてご報

告を申し上げます。 

 初めに、継続審査事案であります藤ノ木古墳周辺整備に関することについてを議題と

し、理事者に説明を求めました。担当課長より、１、史跡地の公有化については、１月

に所有者と合意、契約をし、現在その所有権移転等に伴う手続を進めていること。２、

石室の調査終了に伴い、石室構内の公開を、４月１３日に町民対象で、４月１４日・１

５日に一般対象で行ったこと。３、平成８年に策定した整備基本計画に基づき整備を進

めているが、今年度は、整備の年次計画の見直しと引き続き一部継続となっている石室

内の現状調査を実施し、これらの結果に基づき保存方法の検討をしたいとの説明があり

ました。 

 本件につきまして質疑をお受けいたしましたところ、委員より、平成８年当時に立て

た基本計画はその当時と時間の経過がある。今日時点で再検討を加えることが必要にな

ると思うがどうかとの質問があり、教育長より、検討委員会の中で十分整備状況等につ

いて検討を重ねたいとの答弁があり、本件については当日の審査は終了することといた

しました。 

 次に、本定例会に提出が予定されている案件の、１、住民訴訟にかかる弁護士報酬の

負担について、２、平成１３年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）について、３、平

成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）の概要説明を受け

ました。これらの議案については、あらかじめその説明を受けたということで終わらせ

ていただくことといたしましたが、１点だけご報告をさせていただくことといたします

。 

 平成１３年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）の説明の中での歴史的地区環境整備

街路事業にかかわり、用地取得の関係での予算は理解はするが、そもそも平成８年から

３カ年かけて検討されてきたはずの斑鳩町法隆寺周辺まちづくり支援街路事業との関係

で、全体像が示されることなく、その都度その都度の思いつきのような形で事業執行が

されているように思う。全体像が示されていないことについて明らかにされる場を設け

てほしいとの指摘が委員よりあり、助役より、基本構想は出されているが、実施設計が

まだ出ていないということを踏まえた答弁がありました。 

 その他各課からの報告事項として、１、公文書の開示及び個人情報保護に関する運用

状況の公表について、２、斑鳩町消防団第２分団詰所の移転整備について。この件につ
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きましては、現在実施設計に入っているようですが、その実施設計ができ上がれば建築

工事業者選定の入札準備に取りかかり、６月中に入札を行い、建築工事に係る工事請負

契約の締結については、今定例会の最終日に追加議案として議会の議決をお願いさせて

いただくことにしたいとの進め方についての説明がありました。予定では、本年の年末

警戒は新しい消防団詰所で行いたいとのことでありました。３、斑鳩の宮造営１４００

年記念事業について、４、史跡中宮寺跡の追加指定について。この件については、平成

１３年１月に追加指定の申請を行い、新たに１万６，０９２平方メートルが５月１６日

に文部科学大臣より指定を受けたとの説明がありました。委員から、史跡指定をして町

はどのような利用目的での構想を持っているのか、指定地は買い取るのかなどの質問が

あり、それぞれ史跡公園との考え方を持っているが、どうしていくかはすべてこれから

になる。買い取りをしていく予定ではあるが、国が８割、県が１割、町が１割という負

担割合になるとの答弁がありました。 

 その他につきまして、委員からは質問はなく、当日の審査はすべて終了することとい

たしました。 

 以上が閉会中におけます当委員会にかかわる審査事案の主な審査の概要であります。

詳細につきましては会議録に整理させていただいておりますので、ごらんいただきます

ようお願をいたします。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（小野隆雄君）  続きまして、日程６、議案第２１号 住民訴訟にかかる弁護士報 

酬の負担について、日程７、議案第２２号 平成１３年度斑鳩町一般会計補正予算（第

１号）について、日程８、諮問第１号 人権擁護委員の推薦について意見を求めること

について（その１）、日程９、諮問第２号 人権擁護委員の推薦について意見を求める

ことについて（その２）、日程１０、認定第２号 町道の認定及び路線変更について、

日程１１、認定第３号 平成１２年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について、日程１

２、報告第６号 平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計

）、日程１３、報告第７号 平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について

（公共下水道事業特別会計）、日程１４、報告第８号 平成１２年度斑鳩町水道事業会

計予算繰越計算書の報告について、日程１５、報告第９号 平成１２年度斑鳩町文化振

興財団事業報告及び平成１３年度斑鳩町文化振興財団事業計画の変更（第１号）につい

て、日程１６、報告第１０号 平成１２年度斑鳩町土地開発公社業務報告及び平成１３

年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第１号）について、日程１７、推薦第１号 
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斑鳩町農業委員会委員の推薦について、以上１２議案を一括上程いたします。 

  町長から、本定例会に付議されました１１議案について、総括提案説明を求めます。

小城町長。 

○町長（小城利重君） それでは、本定例会に付議いたしました議案についての概要をご 

説明する前に、少しお時間をいただきまして、現在、町が直面している諸課題について

の考え方なり、現在の状況等についてご説明申し上げます。 

 まず、史跡藤ノ木古墳についてでありますが、今年度中に史跡指定地の公有化が完了

いたしますことから、「史跡藤ノ木古墳整備基本計画」の内容について、具体的な見直

しを整備検討委員会等のご意見も賜る中で検討を行い、史跡整備の事業化へ向けて国及

び県と十分に協議を行ってまいりたいと考えております。 

 一方、史跡中宮寺跡についてでありますが、平成２年度の第１次史跡指定後、寺域の

不明瞭な箇所につきましては、発掘調査を実施するなど追加指定に向けて努力してまい

りましたところ、このほど国の文化審議会におきまして、追加指定面積１万６，０９２

平方メートルに対します指定への答申がなされたことから、合計２万７，８１５．６８

平方メートルの史跡指定となる運びとなりました。今後は、国や県とも協議をいたしま

して、史跡整備に向けて努力してまいりたいと考えております。 

 また、駒塚古墳と調子丸古墳についてでありますが、昨年度に墳丘測量調査を中心に

、墳丘規模や範囲確認のための調査を実施いたしましたことから、今年度は墳丘部分の

発掘調査に着手する予定であります。 

 次に、服部土地区画整理事業についてでありますが、地権者の方々をはじめ関係者の

ご努力によりまして、去る５月１１日に農住組合法によります組合の創立総会が開催さ

れ、事業化に対する必要事項の確認が行われるとともに、名称を「いかるがの里服部農

住組合」として発足し、組合認可申請をなされたところであります。いよいよ当町にお

きまして、初めて土地区画整理事業導入による面的基盤整備が服部集落の西側の約１．

８ヘクタールの区域で実施されることとなりました。 

 また、ご承知のように、当事業区域には、町において鋭意進めております「都市計画

道路法隆寺線」の一部が含まれるほか、その北側の小吉田地区におきましては、「いか

るがパークウェイ４００メートルモデル区間」の整備が国土交通省によって進められて

いることなど、今まさに当地区周辺は、各種都市基盤整備事業が密接に関連しながら進

捗いたしておりまして、そういったことから、町民の皆様も注目されております。 
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 町といたしましても、今後これらの事業が当町全域のまちづくりの手本となることを

期待し、その推進に精一杯の努力と支援をしてまいる所存であります。今後とも議員皆

様方のより一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。 

 それでは、本定例会に付議いたしました議案につきまして、その概要をご説明させて

いただきます。 

 まず、議案第２１号 住民訴訟にかかる弁護士報酬の負担についてでありますが、原

告待野寛氏は、平成１０年７月３１日付で、斑鳩町違法公金支出金返還請求事件（奈良

地方裁判所（行ウ）第９号）、いわゆる極楽寺墓地道路工事費補助金に係る住民訴訟に

ついて、被告を小城利重氏、仲一元氏、中永 美氏として訴えを提起されました。 

 被告小城利重氏外２名は、弁護士である川崎 記氏へ一切の件を代理委任し争ってい

たところ、平成１３年２月２１日に判決が言い渡されました。その判決は、原告の請求

をいずれも棄却し、訴訟費用は原告の負担とする内容であり、被告の勝訴でありました

。 

 被告小城利重氏外２名は、弁護士川崎 記氏へ平成１０年９月２日に着手金といたし

まして３０万円を、平成１３年４月１８日に成功報酬金といたしまして１２０万円を支

払われており、この事件についての弁護士報酬の合計額は１５０万円であり、この斑鳩

町違法公金支出金返還請求事件について、平成１３年３月１５日付の奈良地方裁判所の

証明書により被告小城利重氏外２名の勝訴が確定したことから、支払った弁護士報酬を

町が補助することについて、地方自治法第２４２条の２第８項の規定により議会の議決

を求めるものであります。 

 次に、議案第２２号 平成１３年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）についてであ

ります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６，８３０万６，０００円を追加し、歳入歳

出それぞれ８０億６，８３０万６，０００円とするものであります。 

 その主な補正の内容といたしましては、まず歳入予算の補正では、第１２款国庫支出

金で歴史的地区環境整備街路事業に関連いたしまして、国庫補助額２，２００万円が採

択される見込みから増額をお願いするものであります。 

 第１５款寄附金では、ご寄附いただきました寄附金５２万４，０００円を補正するも

のであります。 

 次に、第１８款諸収入につきましては、中学校のクラス改編に対応するため、新たに
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臨時講師を雇用したことによる雇用保険料納付金２万９，０００円の増額、雑入では、

「斑鳩の里ふるさと秋祭り」が長寿社会づくりソフト事業費交付金の助成対象となった

ことから１００万円の増額、そして消防団員の退職に伴い消防団員等公務災害補償等共

済基金から７５万３，０００円の受け入れを行うものであります。 

 第１９款町債では、国庫支出金と同様に歴史的地区環境整備街路事業に対し、その財

源を確保するため、新たに歴史的地区環境整備街路事業債として４，４００万円を追加

するものであります。 

 続きまして、歳出予算の補正でありますが、第２款総務費の一般管理費では、先ほど

議案第２１号においてご説明いたしました住民訴訟に係る弁護士報酬に関して１５０万

円を補正するものであります。 

 次に、第３款民生費の社会福祉総務費では、ご寄附いただきました寄附金３０万円を

福祉基金に積み立てを行うものであります。 

 第７款土木費の景観保全対策事業費では、歴史的地区環境整備街路事業に係る事業用

地費に国の補助金が採択される見込みから、６，６００万円の増額、また第８款消防費

の非常備消防費は、消防団員の退職報償金７５万３，０００円の増額をお願いするもの

であります。 

 第９款教育費の事務局費では、中学校のクラス改編に対応するため、新たに臨時講師

を雇用したことから、これに要する費用５９７万９，０００円の増額と、文化財保存費

で、ご寄附いただきました寄附金２万４，０００円を藤ノ木古墳整備基金に積み立てを

行うものであります。 

 最後に、第１２款予備費では、これらの補正に要する財源として６８５万円の組み替

えを行うものであります。 

 次に、諮問第１号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その１

）であります。芳村清一氏の任期が平成１３年８月３１日をもって満了することから、

その後任として 永晴雄氏を推薦することについて意見を求めるものであります。 

 次に、諮問第２号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その２

）であります。竹内辰夫氏の任期が平成１３年８月３１日をもって満了となることから

、引き続き同氏を推薦することについて意見を求めるものであります。 

 次に、認定第２号 町道の認定及び路線変更についてでありますが、開発行為等によ

り寄附を受けた興留１丁目、龍田南６丁目地内の２路線の認定及び平成１０年３月２７
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日付で町道認定されている町道４０１４号線（都市計画道路法隆寺線）について、国道

２５号線龍田南２丁目２５０番５先から小吉田２丁目１３１番先の間について起終点の

変更による町道の路線変更をお願いするものであります。 

 次に、認定第３号 平成１２年度斑鳩町水道事業会計決算の認定についてであります

。 

 現在の経済情勢は、雇用不安や金融機関に対する信頼の低下、また経済全体でデフレ

感が強まる中、水道事業会計におきましても、引き続き厳しい状況でありますが、より

一層の住民サービス向上に向け清浄な飲料水の安定供給に努力しているところでありま

す。 

 平成１２年度の決算状況でありますが、平成１１年度と比べて２．７％、２，１３２

万８１６円の減で、７億７，８０２万７，５５７円の営業収益であります。水道料金収

入では、今日まで給水戸数は伸びておりますものの、給水量につきましては平成１１年

と同様に減少し、一般家庭を含め需要家全体における節水意識の浸透や節水器具の普及

などによるものと推測いたしております。 

 一方、営業費用では、渇水時における安定給水を目的とした自己水の確保を基本に、

配水量の推移も考慮する中で、県水からの契約受水量の減量や修繕費の減少などにより

、平成１１年度と比べ２，４２４万７，６１３円減の７億３，７８４万８３９円で、営

業収支全体では、４，０１８万６，７１８円の営業利益となりましたが、営業外費用の

企業債の支払い利息などにより、３，１５８万７，３４７円の純損失となったところで

あります。 

 また、平成１１年度に議会や監査委員の皆様からご指摘を受けておりました有収率に

つきましては、平成１１年度に引き続き漏水調査を実施し、今年度からは全給水区域に

ついて調査を実施したところであり、その結果９０．４％と前年度と比べまして２．６

％の改善を見たところであります。今後とも継続して漏水調査を実施しながら、漏水の

早期発見・修理に努め、有収率改善に向け努力してまいりたいと考えております。 

 次に、資本的収支では、上水安全対策事業、公共下水道築造工事に伴う配水管移設工

事、並びに浄水場及び取水井戸の整備工事、また老朽化した第１浄水場の整備事業で、

調査委託及び実施設計業務委託を実施し、８，４８９万３，６３０円の支出超過となり

ましたが、この支出超過につきましては、損益勘定留保資金をもって補てんしたところ

であります。 
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 以上が水道事業会計決算の概要でありますが、本決算につきましては、去る５月１７

日、辰巳・松田両監査委員に慎重なるご審査を受け、詳細にわたりますご意見をいただ

いているところであります。今後、公共下水道事業や道路網整備に伴う配水管整備、現

在進めております第１浄水場整備事業、さらに老朽化している各施設の整備などに多額

の資金が必要なことから、将来の計画を慎重に検討しながら最大限有利な資金を活用し

、最小の経費で最大の効果を上げ、清浄な飲料水の安定供給に全力を尽くす覚悟であり

ます。 

 次に、報告第６号 平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般

会計）であります。 

 平成１２年度予算において繰越明許費の議決をいただいております（仮称）総合福祉

会館基本設計作成事業外８事業につきまして、繰越計算書の報告を行うものであります

。 

 次に、報告第７号 平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公共

下水道事業特別会計）であります。 

 平成１２年度予算において繰越明許費の議決をいただいております公共下水道事業に

つきまして、繰越計算書の報告を行うものであります。 

 次に、報告第８号 平成１２年度斑鳩町水道事業会計予算繰越計算書の報告について

であります。 

 第１浄水場整備事業の実施設計委託で、工期の期日が７月３１日のため翌年度へ繰り

越し、委託業務に係る繰越計算書の報告を行うものであります。 

 次に、報告第９号 平成１２年度斑鳩町文化振興財団事業報告及び平成１３年度斑鳩

町文化振興財団事業計画の変更（第１号）についてであります。 

 まず、平成１２年度斑鳩町文化振興財団事業報告についてでありますが、平成１２年

度の主な事業といたしましては、住民の参加、出演によりますコンサート、コンテスト

、ミュージカル、演劇等の事業を実施いたしました。これらの自主事業といたしまして

１７事業を開催、事業費は３，０７９万７，９９８円で、これに対する入場券等の販売

収入は、２，０６１万４，１００円でありました。 

 さらに、財団の受託事業として町から委託を受けました事業は、ＮＨＫ公開録画「あ

なたの町でのど自慢」と「いかるがの里大学連続公開講座」を２回開講、これら３事業

の受託事業費は、２４９万９，８２４円になりました。 
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 次に、いかるがホールの管理運営を財団に委託し、施設ご利用時の利便性と効率化を

高め、使用効率の向上に努めてまいりました。これに要しました施設管理運営費は、１

億２，０５７万２，０９４円でありました。 

 また、使用料収入では、平成１１年度にホールの使用料の見直しに取り組み、平成１

２年４月から改正いたしましたところ、施設使用料の増収により、町からの補助金を全

額戻出し、さらに、施設管理費から収入超過額３７６万１８０円を減額し、施設管理受

託事業収入は、１億１，６８１万１，９１４円でありました。 

 この結果、財団の決算につきましては、収入支出同額の１億７，０４２万７，８５５

円で決算を終えたところであります。 

 次に、平成１３年度斑鳩町文化振興財団事業計画の変更（第１号）についてでありま

すが、斑鳩町で取り組んでおります「斑鳩の宮造営１４００年記念事業」の取り組みを

、財団、放送メディア、町のそれぞれの特色を活かしながら、積極的に町内外に働きか

ける事業展開とするため、財団に委託し事業計画の変更をするものであります。 

 事業概要は、屋外イベントとして法隆寺境内でのコンサート及びいかるがホール大ホ

ールで聖徳太子をテーマにしたトークショーやシンポジウムであります。これらの事業

費１，６５０万円を事業に追加する事業計画の変更であります。 

 次に、報告第１０号 平成１２年度斑鳩町土地開発公社業務報告及び平成１３年度斑

鳩町土地開発公社事業計画の変更（第１号）についてであります。 

 まず、平成１２年度斑鳩町土地開発公社業務報告についてでありますが、平成１２年

度の主な事業といたしまして、取得事業といたしましては、都市計画道路の事業促進を

図るため、都市計画道路法隆寺線の事業用地、西里地区での歴史的地区環境整備街路事

業及び町道４０３０号線の道路新設改良事業用地として龍田南３丁目地内で取得を完了

し、取得合計額として１億６，１４５万９，２８２円となっております。 

 次に、処分事業といたしましては、今日までに取得しておりました都市計画道路法隆

寺線に係る用地費及び建物補償費のうち２億４，１９６万４３円を町に精算するととも

に、事業用地の残地及び代替用地として保有しておりました用地の一部を、それぞれ隣

接地の法隆寺線事業の協力者に処分いたしております。また、龍田西３丁目地内におい

て造成しました用地のうち、道路・水路用地を町に処分し、県道天理斑鳩線に係る所有

者への代替用地として東小学校前の代替用地を処分しております。 

 平成１２年度末での保有額は前年度末より１億３，２３３万２，０１５円の減少で、



 

20 

２５億７，１０１万６，１１５円となっております。なお、監査での審査意見書でご指

摘いただいております長期公社保有地の解消策につきましては、今後も積極的に進めて

まいりたいと考えております。 

 次に、平成１３年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第１号）についてでありま

すが、平成１２年度に西里地区において歴史的地区環境整備街路事業として取得した用

地の処分につきましては、当初予算では平成１４年度において処分することを考えてお

りましたが、国の補助金が採択される見込みから、平成１３年度中に処分が可能となっ

たことにより６，６６０万円を増額し、処分合計額を３億３，９２４万５，０００円と

する変更をお願いするものであります。 

 以上で、提案いたしましたそれぞれの議案につきましての概要説明を終わらせていた

だきますが、いずれの議案につきましてもよろしくご審議の上、原案どおりご承認賜り

ますようにお願い申し上げます。 

 なお、議会招集に係る告示の付議事項の中では、ご提案をさせていただいておりませ

んが、開会初日及び最終日にそれぞれ追加上程をお願いいたしたい案件が３件ございま

す。 

 まず、承認につきましては２件でありまして、いずれも町長専決処分について承認を

求めることについてであります。 

 まず、平成１３年度斑鳩町老人保健特別会計補正予算（第１号）についてであります

が、平成１２年度において医療費に要した費用が、国、県、支払基金の交付決定額を上

回り、歳入不足が生じるため、平成１３年度予算より不足分を繰り上げ充用するもので

あり、平成１３年５月３０日付で専決処分をさせていただいたものであります。なお、

この不足分につきましては、制度上、平成１３年度において国、県、支払基金により精

算されることになっております。 

 次に、平成１３年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についてであり

ますが、平成１２年度においても歳入不足が生じるため、平成１３年度予算から不足分

を繰上充用するものであり、平成１３年５月３０日付で専決処分をさせていただいたも

のであります。 

 以上の２件につきましては、初日に追加案件として上程させていただきますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 次に、最終日に追加上程をさせていただきます議案といたしましては、斑鳩町消防コ
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ミュニティセンター建設工事請負契約の締結についてであります。これは、斑鳩町消防

第２分団詰所の移転整備に係る工事でありまして、本議会開会中に指名競争入札を行い

、最終日に追加案件として上程いたしてまいりたいと考えております。 

 いずれの議案につきましてもよろしくお願い申し上げます。長時間ご清聴ありがとう

ございました。 

○議長（小野隆雄君）  ここでお諮りいたします。本日提出されています日程６から日程 

１６までの議案について、ただいま町長から総括提案説明を受けましたので、日程８、

諮問第１号、日程９、諮問第２号、日程１５、報告第９号、日程１６、報告第１０号を

除く７議案については、会議規則第３９条第２項の規定により、提案説明を省略するこ

とにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よってこれより議事日程に従い議事を進め 

てまいります。 

 それでは、日程６、議案第２１号 住民訴訟にかかる弁護士報酬の負担についてを議

題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野 雄君）  ございませんか。  これをもって議案第２１号に関する総括質 

 疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２１号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて日程７、議案第２２号 平成１３年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）につ

いてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  これをもって議案第２２号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２２号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて日程８、諮問第１号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて

（その１）、日程９、諮問第２号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることにつ

いて（その２）の２議案を、会議規則第３７条の規定により一括議題とし、会議規則第

３９条第２項の規定により、委員会付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よって諮問第１号、諮問第２号については 
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、一括議題として委員会付託を省略いたします。 

 理事者の提案説明を求めます。植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） それでは、私のほうから説明させていただきます。 

 提出議案説明の中で町長が申し上げておりましたとおり、現委員の芳村清一氏の任期

が、８月３１日付で満了することから、その後任者の推薦につきましてご意見を求める

ものでございます。 

 それでは、議案書を朗読いたします。 

 諮問第１号 

    人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その１） 

 標記について、下記の者を候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求めます。 

 平成１３年６月１日提出 

                             斑鳩町長 小城利重 

                  記 

 住  所 斑鳩町法隆寺西１丁目６番１７号 

 氏  名 高永晴雄 

 生年月日 昭和１１年５月１２日 

 なお、同氏の経歴につきましては、次のところにつけてございますが、朗読は省略さ

していただきます。 

 簡単ですが、これで説明を終わらせていただきます。何とぞよろしく満場一致でご了

承を賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、諮問第２号の説明をさせていただきます。これにつきましても、現委員

の竹内辰夫氏の任期が８月３１日付で満了するところから、同氏を引き続き推薦するこ

とにつきましてご意見を求めるものでございます。 

 それでは、議案書を朗読いたします。 

 諮問第２号 

    人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その２） 

 標記について、下記の者を候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求めます。 

 平成１３年６月１日提出 



 

23 

                             斑鳩町長 小城利重 

                  記 

 住  所 斑鳩町阿波２丁目１０番２６号 

 氏  名 竹内辰夫 

 生年月日 昭和３年５月１６日 

 なお、同氏の経歴につきましても、朗読につきましては省略させていただきます。簡

単ですが、よろしくお願い申します。 

○議長（小野隆雄君）  諮問第１号についてお諮りいたします。本案については、質疑、 

討論を省略し、適任であるとの意見を付して答申することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よって日程８、諮問第１号 人権擁護委員 

の推薦について意見を求めることについて（その１）は、満場一致をもって適任である

との意見を付して答申することに決定いたしました。 

 続いて、諮問第２号についてお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略

し、適任であるとの意見を付して答申することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よって日程９、諮問第２号 人権擁護委員 

の推薦について意見を求めることについて（その２）は、満場一致をもって適任である

との意見を付して答申することに決定いたしました。 

 続いて日程１０、認定第２号 町道の認定及び路線変更についてを議題とし、総括質

疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  ございませんか。  これをもって認定第２号に関する総括質疑 

 を終結いたします。 

 ただいま議題となっています認定第２号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて日程１１、認定第３号 平成１２年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

を議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  これをもって認定第３号に関する総括質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっています認定第３号については、委員会条例
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第５条の規定に基づき、委員７名をもって構成する水道決算審査特別委員会を設置し、

これに付託して審査することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よって認定第３号については、委員７名を 

もって構成する水道決算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決しました。 

 お諮りいたします。ただいま設置されました特別委員会の委員には、委員会条例第７

条の規定により議長において指名いたします。これにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よって議長において指名いたします。総

務常任委員会から、山本議員、野呂議員、萬里川議員、厚生常任委員会から、喜多議員

、村中議員、建設水道常任委員会から、中川議員、吉川議員の各議員を指名いたします

。以上７名の議員には、よろしくお願いいたします。 

 続いて日程１２、報告第６号 平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて（一般会計）を議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  これをもって報告第６号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております報告第６号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて日程１３、報告第７号 平成１２年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて（公共下水道事業特別会計）を議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  これをもって報告第７号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています報告第７号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて日程１４、報告第８号 平成１２年度斑鳩町水道事業会計予算繰越計算書の報

告についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  これをもって報告第８号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております報告第８号は、建設水道常任委員会に付託いたします

。 

 続いて日程１５、報告第９号 平成１２年度斑鳩町文化振興財団事業報告及び平成１

３年度斑鳩町文化振興財団事業計画の変更（第１号）についてを議題といたします。 
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 お諮りいたします。 

 本案については、会議規則第３９条第２項の規定により委員会付託を省略することに

ご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よって報告第９号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者側の報告を求めます。野口企画財政課参事。 

○企画財政課参事（野口英治君） 報告第９号 平成１２年度斑鳩町文化振興財団事業報 

告及び平成１３年度斑鳩町文化振興財団事業計画の変更（第１号）につきまして、ご報

告を申し上げます。 

 議案書を朗読いたします。 

 報告第９号  

      平成１２年度斑鳩町文化振興財団事業報告及び平成１３年度 

      斑鳩町文化振興財団事業計画の変更（第１号）について                                                           

 標記について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告し

ます。 

 平成１３年６月１日提出 

                        斑鳩町長 小城利重 

 まず、平成１２年度の事業実施報告書に基づきご説明を申し上げます。 

 平成１２年度事業実施報告書１ページをお開きいただきたいと思います。事業実施報

告書の朗読をもちまして報告にかえさせていただきます。 

           平成１２年度 事業実施報告書 

 町民の多様な文化的要求と幅広い文化活動にこたえていくため、次の事業を行いまし

た。 

 １．各種文化事業の企画及び実施 

 自主事業と斑鳩町からの受託事業を次のとおり企画、実施いたしました。また、平成

１３年度に向けて、事業の企画を行いました。 

 自主事業で実施しました事業は、１ページから３ページに記載しています。 

 自主事業数は１７事業であります。 

 施設別の開催数は、大ホールで１０事業、小ホールで６事業、研修室で１事業であり
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ます。 

 まず、自主事業は、芸術芸能鑑賞の機会づくり、文化活動への参加機会づくりなどの

取り組みによりまして、地域文化活動の活性化を図るものであります。本年度は、住民

参加型事業としまして、住民の参加出演によります「いかるがの里音楽祭」オープニン

グコンサート、バンドコンテスト、ふるさときゃらばんミュージカル、劇団いかるが第

２回公演、ウィンターコンサート等の５事業を開催。 

 生活娯楽型事業としまして、映画鑑賞２回と、川中美幸コンサートとキム・ヨンジャ

コンサートを開催。芸術鑑賞型事業としまして、奈良フィルハーモニー管弦楽団とオリ

ビィエ・シャルリエスプリングコンサートを開催しました。 

 また、小ホールでは、ロシアと中国から演奏者を招聘し、チェロコンサート、中国伝

統音楽コンサートやバイオリン、ピアノ、チェンバロ等によります芸術鑑賞型事業を開

催しました。 

 また、研修室では、文化講座を前年度の講座に新しく３講座を事業に加え５講座とし

、切り絵、演劇、落語、舞台スタッフ養成講座や劇作家養成講座を開催しました。 

 次に、４ページの町から委託を受けて実施しました受託事業についてご説明申し上げ

ます。 

 ５月２８日にＮＨＫ公開録画「あなたの町でのど自慢」を、ＮＨＫ奈良放送局との共

催事業として開催しました。また、ホール開館時から連続して取り組んでおります連続

公開講座いかるがの里大学を、６月２５日と２月２５日に開催いたしました。 

 次に、２に掲げていますホールの管理運営であります。 

 斑鳩町から斑鳩町文化振興センター（いかるがホール）の管理運営の委託を受けて、

施設の使用申請受付及び利用料の徴収事務を行うとともに、施設の良好な維持管理に努

めました。なお、利用状況は別紙に記載するとおりであります。 

 この別紙、決算書１１ページから１６ページに、施設利用状況を記載いたしておりま

す。 

 まず、１１ページには、施設使用状況を利用日別に、利用日数、利用率を示しており

ます。次の１２ページには、利用区分別の利用件数、利用率を示しております。この利

用区分別の利用件数を前年度と比較しました表を、次の１３ページに示しておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 次に、１４ページには、施設の使用料金区分であります時間別使用状況を示しており
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ます。次の１５ページに、施設使用料を月別の収納状況を記載しております。使用料収

入決算額では、２，５７６万７，８８２円です。うち使用料収入では、１，９０３万２

３５円、附属設備６７３万７，６４７円で決算することができました。この決算額は、

前年度より４０８万５，６５５円の増収となっております。 

 なお、１６ページには、大ホール、小ホール、研修室の利用目的別の利用状況を示し

ております。よろしくお願いします。 

 次に、決算書５ページにお戻りいただきたいと思います。 

 ５ページには、平成１２年度財団法人斑鳩町文化振興財団財務諸表についてご報告を

いたします。 

 １、重要な会計方針の２の基本財産の増減及びその残高についてであります。 

 基本財産の増減及び次期繰越収支差額につきましては、１会計年度内精算による会計

措置により当期の増減はなく、期首、期末同額の１億円の期末残高となっています。 

 また、３の次期繰越収支差額につきましても、現金預金、未収金、前払金の流動資産

８０８万８，５３７円と、未払金、前受金、預り金等の流動負債８０８万８，５３７円

で、資産負債同額により次期繰越収支差額はゼロ円決算であります。 

 なお、これらの内容内訳につきましては、決算書１０ページに記載いたしております

ので、よろしくお願いします。 

 次に、収支決算書についてご報告を申し上げます。６ページをお願いいたします。 

 まず、収入の部でございます。 

 １の基本財産運用収入は、財団設立に必要な基本財産１億円を銀行定期預金として年

利１．２％で預け入れておりました受け取り利息１１９万６，７１２円であります。 

 ２の事業収入としまして、事業収入予算額４，１１３万３，０００円に対し、決算額

４，６３８万１，９８２円、予算超過収入５２４万８，９８２円、執行率１１２．７％

となりました。 

 この内訳は、自主事業収入と使用料収入であります。自主事業収入では、予算額２，

０９２万８，０００円に対し、決算額２，０６１万４，１００円、執行率９８．５％と

なりました。この収入は、先ほど報告いたしました自主事業の開催によります入場券の

販売収入であります。 

 次に、使用料収入予算額２，０２０万５，０００円に対し、決算額２，５７６万７，

８８２円、予算超過収入５５６万２，８８２円、執行率１２７．５％であります。この
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収入は、ホールの使用料収入で、前年度と比較しますと、４０８万５，６５５円の増と

なりました。この増につきましては、本年度の使用料の改定によります増３５８万２，

７０５円と、使用件数の増によります増５０万２，９５０円であります。 

 次に、３の補助金等収入といたしまして、補助金等収入予算額１億４，８６８万９，

０００円に対し、決算額１億２，１１３万６，７３８円、執行率８１．４％であります

。 

 この内訳は、施設管理受託事業収入と補助金収入及び受託事業収入であります。施設

管理受託事業収入は、町より財団にホールの管理及び運営を委託いたしております施設

管理費運営費の受け入れによるもので、予算額１億２，５４１万４，０００円に対し、

決算額１億１，６８１万１，９１４円、執行率９３．１％であります。施設管理受託事

業収入の精算につきましては、７ページの最後に注記いたしております。この施設管理

受託事業収入は、町から委託を受けまして行っていますホールの管理運営に要しました

経費の受け入れでありますが、決算期に収入対費用による収入収支精算執行とする会計

措置に基づきまして支出に計上いたしております支出の部４、施設管理運営費の決算額

１億２，０５７万２，０９４円との差、３７６万１８０円につきましては、事業収入の

使用料収入等を充当し、年度末に町に戻出精算を行い、施設管理運営費より３７６万１

８０円を減額した決算となっています。 

 次に、補助金収入としまして、財団の管理運営や自主事業に要します費用の受け入れ

であります。補助金収入予算額２，０２７万５，０００円に対し、決算額１８２万５，

０００円、執行率９．０％であります。不用額１，８４５万円は、町からの補助金１，

７５４万５，０００円と、地域創造からの事業補助９０万５，０００円であります。こ

れは、年度当初に町と財団との契約により補助金を受け入れましたが、年度末の精算に

よりまして、使用料の超過収入と費用に不用額が生じたことによりまして、町へ補助金

の全額１，７５４万５，０００円を戻出したものと、地域創造からの補助金の確定によ

るものです。補助金収入決算額は、内訳では、財団法人地域創造から受け入れました１

６２万５，０００円と、県からの補助金２０万円を受け入れたものであります。 

 次に、受託事業収入として、町より財団に委託いたしております事業委託の予算額３

００万円に対し、決算額２４９万９，８２４円、執行率８３．３％であります。この事

業は、ＮＨＫ公開講座「あなたの町でのど自慢」の開催と、「いかるがの里大学連続公

開講座」２回開催に要しました費用を町から受け入れたものであります。 
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 次に、４の入会金収入としまして、平成１２年度のいかるがホール友の会の入会金及

び年会費の受け入れであります。予算額５５万円に対し決算額７１万３，３７０円、執

行率１２９．７％であります。友の会会員の増によるもので、本年度は友の会会員数、

一般会員２８４件、学生会員１、法人会員２０社であります。 

 次に、５の雑収入は、ホールに設置貸与いたしております自動販売機及び公衆電話使

用料などの受け入れたものであります。予算額４９万２，０００円に対し、決算額９９

万９，０５３円で、予算超過収入５０万７，０５３円、執行率２０３．０％となりまし

た。この超過額は、ホールで開催されましたイベントの折に、物品等の販売されたとき

の手数料の受け入れ及び自動販売機等の売り上げ増によるものであります。 

 以上、これらの当期収入予算額１億９，２０６万４，０００円に対し、決算額１億７

，０４２万７，８５５円でございます。 

 次に、支出の部でございます。 

 １の自主事業費としまして、自主事業費予算額４，０７８万１，０００円に対し、決

算額３，０７９万７，９９８円、執行率７５．５％となりました。この費用は、地域に

芸術に触れる機会を創出し、豊かで活発な文化活動を促進するため、財団が実施しまし

た１７事業の開催にかかります事業費です。自主事業の内容につきましては、決算書の

１ページから３ページに記載しておりますとおりであります。 

 ２の受託事業費としまして、受託事業費予算額３００万円に対し、決算額２４９万９

，８２４円、執行率８３．３％です。この費用は、斑鳩町から受託しました文化事業の

開催にかかります事業費を計上いたしております。実施いたしました事業は、決算書の

４ページに記載いたしておりますＮＨＫ「あなたの町でのど自慢」と「いかるがの里大

学連続公開講座」２回の開催にかかる事業費であります。 

 次に、３の総務管理費としまして、総務管理費予算額１，９６２万３，０００円に対

し、決算額１，５５３万７，６３９円、執行率７９．１％です。この費用は、財団の運

営やホールの管理運営などに要する費用です。財団の運営費は、事務所内のコピー機や

毎月発行いたしております催し案内のチラシ等機関紙の発行費用、ホール使用の受け付

け業務、財務会計等のコンピュータ等の使用料であります。 

 次に、７ページの４の施設管理運営費予算額、１億２，５４１万４，０００円に対し

、決算額１億２，０５７万２，０９４円、執行率９６．１％となりました。この費用は

、ホールの施設管理運営費及び施設運営に必要な費用であります。なお、施設管理運営
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費につきましては、図書館にかかります運営費を含んでおります。図書館管理運営費１

，５４３万５，４２９円です。ホールにかかります費用は、１億５１３万６，６６５円

であります。 

 次に、５、友の会運営費、予算額５５万円に対し、決算額３８万５，４６７円、執行

率７０．０％となりました。この費用は、いかるがホールの友の会の会員の皆さんへの

催し案内にかかります費用と、会員皆様への景品の購入費であります。会員総数３０５

件にかかります費用を計上させていただいております。 

 次に、６の管理費、予算額１１９万６，０００円に対し、決算額６３万４，８３３円

、執行率５３．０％となりました。この費用は、財団役員及び理事会、評議員会等の運

営に必要な経費であります。理事会と評議員会の各役員会は、年４回開催いたしました

。この役員等に要します費用であります。 

 最後に６の予備費１５０万円は、全額未執行で決算することができました。 

 以上、当期支出合計予算額１億９，２０６万４，０００円に対し、決算額１億７，０

４２万７，８５５円でございます。 

 これらの支出に対し、収入決算額と同額の決算となっています。これは、町からの補

助金及び施設管理受託事業収入の精算によるもので、収入支出同額決算により、次期繰

越収支差額はゼロ円決算であります。 

 次に、８ページの正味財産増減計算書をご説明いたします。 

 財団の運営は、１会計年度内精算を行う会計処置に基づきまして、町との精算により

、財団の当期中の増減はなく、前月繰越正味財産と同額の１億円が期末正味財産であり

ます。 

 次に、３月３１日決算日の財産を示しております貸借対照表及び９ページの財産目録

であります。基本財産の１億円は、増減なく正味財産１億円で、資産合計及び負債及び

正味財産合計１億８０８万８，５３７円であります。これ等につきましても、決算時に

町からの補助金、施設管理運営費等の精算により決算を行うものであります。なお、こ

の流動資産、流動負債等につきましての明細につきましては、１０ページに記載してお

りますので、よろしくお願いします。 

  以上、簡単ではありますが、平成１２年度の斑鳩町文化振興財団事業報告とさせてい

ただきます。 

 なお、本案につきましては、去る５月９日に実施されました平成１２年度財団法人斑



 

31 

鳩町文化振興財団の会計及び業務の監査の監査報告書が提出されておりますので、添付 

させていただいております。よろしくお願いいたします。 

 また、去る５月１８日開催の財団理事会においてご承認を得ていることをあわせてご 

報告させていただきます。 

 次に、平成１３年度斑鳩町文化振興財団事業計画の変更（第１号）につきましてご報

告を申し上げます。 

 まず、平成１３年度事業計画の変更につきましてご報告を申し上げます。 

 事業計画の変更につきましては、町が開催します斑鳩の宮造営１４００年記念事業を

受託事業に追加するものであります。事業数は、屋外イベント１件といかるがホールの

大ホールで２件、及び展示１件を予定いたしております。 

 事業の内容は、法隆寺境内で、「法隆寺 音楽会」を予定しています。大ホールでは

、ＮＨＫドラマ「聖徳太子」出演者のトークショー及び聖徳太子のその時代をテーマに

したシンポジウムを予定いたしてます。また、ＮＨＫドラマ聖徳太子展を展示室で行う

計画であります。これらの事業規模は、事業費１，６５０万円で、収支同額を増額する

変更を行うものであります。 

 それでは、事業計画変更書により説明します。 

 斑鳩の宮造営１４００年記念事業としまして、まず最初に、８月２５日に法隆寺境内

におきまして「法隆寺 音楽会」を開催します。事業概算費は、１，０００万円です。

入場は有料により開催する予定であります。 

 次に、１１月４日にいかるがホール大ホールでトークショーを予定しています。この

事業費は４００万円で、入場は無料です。 

 次に、１１月４日から１２月２３日にわたり、ドラマ「聖徳太子」展をいかるがホー

ル展示室において開催、事業費は５０万円を予定。 

 次に、１２月２３日に、いかるがホール大ホールにおきまして、「聖徳太子とその時

代」と題しシンポジウムの開催。事業費は２００万円を予定してます。 

 これらの事業総額は１，６５０万円で、入場券の販売収入は２００万円であります。

 次に、収支補正予算書についてであります。 

 現行予算額に収入支出同額１，６５０万円を追加し、予算総額を１億９，６８２万８

，０００円にするものであります。 

 まず、収入の部の２、事業収入に新たに受託事業収入として入場券の販売収入２００
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万円を計上、次に３、補助金等収入の受託事業収入は、町からの受け入れ１，４５０万

円を補正するものであります。 

 支出の部の２、受託事業費に１，６５０万円を補正しています。事業開催に当たり必

要費用でありますが、その主な費用は、出演者との打ち合わせ等の旅費、コンサート、

シンポジウム等の企画製作、出演等、構成等を業者に委託し実施するための委託料、ホ

ール等の会場使用料を補正するものであります。 

 以上、簡単ではございますが、平成１３年度の斑鳩町文化振興財団の事業計画の変更

（第１号）に関しましてのご報告とさせていただきます。よろしくご審議をお願いいた

します。 

 以上です。 

○議長（小野隆雄君）  報告が終わりました。本件について質疑をお受けいたします。７ 

番、野呂議員。 

○７番（野呂民平君） 報告を聞いてまして、６ページの収支計算書でありますけれども 

、これは科目別のいわゆる決算額の数字の羅列という形になっておるわけでありますけ

れども、この科目別の例えば自主事業収入でありましたら、２，０００万余り予算額よ

り少し少なく決算を終えておるわけでありますけれども、この自主事業が幾つか行われ

たと。そのいわゆる個別の自主事業別の決算額がわかるように教えていただきたいとい

うことですね。 

 それから、例えば支出の部で、これも自主事業費、１７事業やっているわけですね。

その中で報償費、これはどういったところに、１７事業やったそれぞれに支払いをして

おるんだと思いますけれども、１つ１つの金額的なものはどういう金額かということで

すね。 

 それから、その下の例えば会議費、６９万１，８８１円と。これはどういう会議で何

回やって何人ぐらい参加したという、そういう明細がありますか。それも出していただ

きたい。 

 それから、公告料ですね、これは当初予算では９９万円を見込んでおります。それが

決算では１６万５，７５０円になっておると。この開きが非常に大きいわけであります

けれども、いわゆる予算見積もりと決算との乖離はなぜこのように起きたのかという説

明、支払ったのはどこかということであります。 

 それから、次の委託料につきましても、その委託先は幾つかあると思うんであります
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が、それぞれの個別の委託先と委託料、それを示していただきたい。 

 それから、２の受託事業費につきましても、例えば会議費、わずかでありますけれど

も、これの内容、どういった会議で、例えばどういったところにその内容で会議費を使

っておるのかという点ですね。 

 それから、公告料ですね、これも予算では５万であります。それがゼロになっており

ます。これの理由。 

 それから、次、総務費ですね。報酬、給料があります。それから職員手当があります

。それらの個々の説明、何人で幾ら払っておるのかということですね。この報酬と給料

と分けて説明願いたい。 

 それから、職員の手当、これは給料が２００万余りであります。職員の手当が１７９

万４，０００何がしということでありまして、いわゆる給料に対する手当というものを

どう考えたらいいのか、その内容についてお示し願いたい。 

 それから、次の７ページの４の施設管理運営費ですね。これは、これも給料、職員手

当、共済費というようにありますけれども、これも給料何人で７７９万６，５００円な

んかということと、職員手当等ですね、これは４６５万ですね。７７９万６，０００円

と、いわゆる手当が４６５万と、給料に比して一体どうなんかと。多く感じるわけです

けれども、そういった点についてはどういう計算になっておるのかと。計算明細書を出

していただきたい。 

 それから、次の消耗品費ですね。これも４００万余りであります。これも内訳はどう

なっておるのか、内訳を示していただきたい。 

 それから、燃料費につきましても、これは２８５万９，０００円ほどでありますけれ

ども、例えば灯油だというように思うんですけれども、何リッーターたいて、納入につ

いてはどういう単価になっておるのかというような点ですね。 

 それから、あと光熱水費、これも燃料費と区別がどうされておるのかと。これも２，

３００万ほどで大きいわけですね。これは暖房とかいうように思うんですけれども、そ

の上の燃料費なんかとどう違うのかということですね。そういう説明。 

 それから、修繕料、これは何かと。１８５万であります。 

 次に、委託料、これも６，５００万余りであります。これも個別に何にどれだけ払っ

たのかという、トータルでこうなったという資料ですね、説明をお願いしたいと思いま

す。 
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 それから、その次の使用料及び賃借料、これも一体何かということであります。 

 以上だけにしておきますけれども、数字だけ見たんでは、一つも内容については理解

できないわけであります。それについて説明を求めます。 

○議長（小野隆雄君）  野口企画財政課参事。 

○企画財政課参事（野口英治君） 非常に全質問に答えるのが、申しわけございませんが 

、まず自主事業であります。自主事業の取り組み、各事業におきます、１７事業、決算

書の１ページから３ページ、各事業順番に事業収入、事業費用を言って説明させてもら

ってよろしいですか。 

 まず、４月１日、大ホール、いかるが映画劇場「金田一少年の事件簿２」につきまし

ての収入でありますが、収入金額につきましては、２４万３，８６０円。費用、６９万

３，９５６円。次の川中美幸コンサート、収入７８１万４，３００円、費用８９１万７

，４０１円であります。次のエリザヴェータ・スーシェンコチェロコンサートでありま

すが、収入４１万３，４００円、支出７４万５，３１５円、映画「こむぎ色の天使」で

あります。収入３８万３，８００円、費用５４万４，５３０円。次のトリオコンサート

、収入６７万、費用７２万９，５３０円。９月９日、オープニングであります。収入７

４万５，６００円、費用９７万３，３５１円。次のアマチュアバンドコンテスト、９月

１７日開催、収入２３万６，９００円、費用１５９万８，７７５円。ふるさとキャラバ

ンミュージカル、９月３０日開催、収入２２０万５，１００円、費用３３４万１，４１

６円。次の１０月２１日、チェンバロコンサートでありますが、収入４５万５，９５０

円、費用６２万６，７９８円。キム・ヨンジャコンサート、収入２６２万５，６００円 

、支出２３４万６，４６４円。いかるが劇団第２回公演であります。収入  券売収入 

 であります。１５４万７，２００円。なお、この劇団いかるが第２回公演につきまして

は、地域創造から１６２万５，０００円の収入をいただいております。合計では、３１

７万２，２００円となります。費用４０６万６，５１０円。１２月３日、五代目吉田奈

良丸、収入１３万８，４００円、費用１１万９，９０９円。ウィンターコンサート、１

２月２３日、収入６９万６，８４０円、支出１２１万９６１円。スプリングコンサート

、１月２０日開催、収入１２０万５，７５０円。これ等につきましては、県から補助金

２０万円をいただいておりますので、１４０万５，７５０円となります。支出２４５万

７，８７１円。２月１７日、中国伝統音楽コンサート、収入５０万５，０００円、費用

８８万５，０９７円。いかるがの里寄席、収入９万９，４００円、費用５２万２，００
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３円であります。文化講座、５講座の合計額でありますが、収入６２万７，０００円、

費用９０万２９１円とその他経費。 

 事業につきましては、自主事業の各収入支出の割合をご答弁さしていただきましたが

、次に自主事業費に係ります報償費等会議費、公告費、委託料ということで、まず、各

事業の報償費につきましては、出演者等に対する謝礼と言ったらいいですか、出演の御

礼という形で、申しわけございません、決算書の順番にお話さしていただきますが、特

に報償費で執行さしていただきました部分につきましては、「いかるがの里音楽祭」、９

月９日の報償で３５万円と。報償費につきましては、各事業に係ります出演謝礼という

形で各事業に係ります出演者に対するお礼というんですか、を執行さしていただいたも

のであります。 

 なお、自主事業におきます会議費等につきましては、当日出演者に対する食事等にか

かります賄い経費を会議費で計上するものであります。各事業に係ります出演者に対す

る昼食代あるいは夕食代ということで執行さしていただいております。 

 なお、公告費等の予算と決算との差が大きい理由ということで、公告費につきまして

は、当初各事業を大々的に新聞掲載、メディアを通って各新聞公告等を年度当初に計画

をいたしておりましたが、新聞公告等につきましては、やはり広域的な宣伝を必要とす

る事業ということで、執行に当たりましては、各事業を新聞等の公告費を計上いたして

おりましたが、その執行に当たりましては、極力町内、あるいは町外、広域的に情報を

出す事業等につきましては、大きい事業に絞って執行さしていただいた関係上、大きく

予算ダウン、残高を出したということであります。 

 なお、委託料等につきまして、これも各事業にかかります自主事業につきまして、プ

ロデュサー等との出演契約、あるいは上映等に係ります委託契約書を結び執行をさして

いただいた事業でありますので、この１ページから３ページに掲げております各事業、

ほとんど委託料というような形で執行をさしていただいております。 

 自主事業に係る事業については以上のとおりであります。 

 なお、次の総務管理費等施設管理費運営費に係ります職員の内訳、まず施設管理費運

営費の報酬と給料等手当の違い等お話を……。 

 報酬につきましては、財団役員常務理事の年間の報償費をここに１名の分であります

。また、総務管理費に係ります給料、手当関係等でありますが、職員１名をはりつけて

おります。その超勤等におきまして、給料に対する職員手当等が大きいという、給料と
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手当との比率等でありますが、報酬に係ります月額に対する財団の寄附行為に定めます

期末勤勉手当が出ておりますので、手当につきましては２名の分がここに計上されてお

ります。 

 次の施設管理運営費につきましては、職員３名が張りついております。特に給料、こ

れ等につきまして、手当関係が多いというか、給料に係ります手当等には、各事業にお 

きます自主事業、受託事業  自主事業でありますが、財団職員３名分をここに計上し 

 、各事業におきます超勤等につきましては、職員手当等で、ここで集約されておるとい

うところから、若干給料等手当とのバランスが著しいという形になっております。 

 次の燃料費でありますが、燃料費は、ご指摘どおり重油等にかかります経費をここに

計上させていただいております。重油等の経費、そして年間使用量どれぐらいかという

ことでありますが、１２年度の重油消費量につきましては、５万８，０００リットル、 

冷暖房用の重油ということで、重油の燃料費をここに計上させていただいております。 

 光熱水費につきましては、水道代、電気代等でありますが、電気代では、電気代だけ

を見ますと、この光熱水費の２，３７３万４，４７５円のうち、電気代等につきまして

は、２，１３２万１，１０５円という形で、ほとんどこの光熱水費にかかります分は、

電気代がウエートを占めておる。水道代等につきましては、２４１万３，３７０円とい

うことで、光熱水費は電気代、水道代が主なものであります。 

 次の委託料でありますが、委託料につきましては、その内訳であります。施設管理費

運営費の主なものといってはあれですが、特にホール総合管理委託ということで、総合

管理を委託しておりますメンテナンス費用というんですか、５，５４４万円と、舞台関

係の舞台管理運営委託ということで７５６万円と、浄化槽２０９万９，０９２円と、ホ

ールの夜間警備５７万４，５６０円と、ピアノの保守点検２１万ということで、委託料

につきましては、ホールメンテ等に係ります経費をここに計上さしていただいておりま

す。 

 次の使用料及び賃借料でありますが、この使用料及び賃借料の内訳等につきましては

、特に日本電子計算に施設管理、情報システム、パソコン等のリース費用６４４万９，

６８０円のうち、４０７万４，２０４円がコンピュータ関係の使用料であります。なお

、その中に、ホールにおきますマット等のリース代７５万４，０００円、ホールの観葉

植物等２２万３，０００円、ゼロックスの複写機、ファクシミリのリース料２２万６，

０００円、カラオケの回線使用料１４万９４０円、インターネットの回線使用料２３万
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７，１５４円、ＮＨＫの衛星放送受診料８万５，１６０円、情報発進いたしております 

サーバーの使用料３７万８，０００円、窓拭き  高所作業用ゴンドラリースというこ 

 とで１７万２，２００円等の構成であります。 

 修繕費であります。１８５万でありますが、この修繕費につきましては、空調計器の

ポンプ修理等の修繕代を執行さしていただいております。 

 以上です。 

○議長（小野隆雄君）  ７番、野呂議員。 

○７番（野呂民平君） この財団の報告につきましては、今までいわゆる報告事項という 

ことで終わってきているわけですね。私どもも、本会議場での報告でありますから、で

きるだけスムーズにということで、詳しい内容につきましては質問を避けてきたという

経緯があります。しかし、実際の内容について、十分議員に対して開示されないという

ことで、これでよしとしておる向きがあるんではないかと。これは私はいけないと思う

んですね。 

 今質問した中でも、初めて耳にするようなことが実際の内容として幾つかあるわけで

す。私どもがその財団の運営について、具体的にこういった点についてはこう改善した

ほうがいいんではないかとか、こういう点についてはどうなんだとか、例えば自主事業

なんかにつきましても、収入と支出のアンバランス、こういった点については一体それ

ぞれ個々の事業についてどういう判断をしておるのかというようなことが、こういう詳

しくそれぞれの１つ１つの収支決算を報告されると問えるわけですね。だったら次には

どういう運営が望ましいんかという、やっぱりみんなで知恵が働かせられると思うんで

すね。今までのような、先ほどのような事業報告、いわゆる収支報告でしたら、そうい

う知恵さえも生まれないような報告であるというように私は思うんですね。 

 ですから、そういう点については、今まで私は我慢をしてきましたけれども、やっぱ

りこれは１回指摘をしなけりゃならんと。例えば、この審議について本会議場でわずか

短時間で、これは慣例として初日の、いわゆるこなしたらええというような形での審議

方法をとってきたわけですけれども、やっぱり私はこれだけのものを、内容を審議する

には一定の時間をとらなければできないというように思うんですね。果たしてこういう

本会議でが望ましいのか、あるいは関与する、例えば文化関係ですから総務委員会あた

りでこういったものについて議会として審議をするのか、財団でしているからいいんだ

とかいう論理もあろうかと思うんですけれども、これは議会へこういった形で少なくと
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も報告としてしなければならないということであれば、やはり私はその内容について十

分知った上で、こちらもまた討論ができると、意見を言って討論ができるという形にし

ないと、いわゆる実質上の財団の内容について、議会が知り得たということにはならな

いと思うんですね。 

 ですから、これ以上言いませんけれども、今のような口頭で聞いただけでは、それは

聞けば次々何ぼでもこれは時間がかかります。しかし、きょうはもうこれ以上言いませ

んけれども、今後こういうような形でされるとするならば、こちらとしては、私どもと

しては聞かざるを得ないと、とことんね。そういうことを許すのか、あるいは皆さん方

がこの報告についてもう少し私ども議員に対してわかるような報告に心がけるのか、そ

このところを私は聞いてこの関連の質問については終えておきたいと思います。 

○議長（小野隆雄君）  小城町長。 

○町長（小城利重君） 今、野呂議員のご指摘の関係等について、この催しがペイになる 

ということ、これはとても私は文化  カルチャーというのは、育てていく要素がござ 

 いますし、ただやっぱり議会の皆さん方にお諮りする、あるいはそういう理事会、評議

員会、やっぱり相手がございますから、いろいろと交渉していくわけですから、我々も

このいかるがホールを何とかやっぱり盛り上げていこうというそういう姿勢を努力をす

る。やっぱり券売についても努力をしていく。それは、催しをしても、ほとんど来ない

でしょう。やっぱりだれかが努力をするわけです。野呂議員もご指摘のように、アカデ

ミーのダンスをするときは行かれるわけです。ダンスのときに行かれたときに初めてそ

ういう実態がわかるわけです。こういうカルチャーというのは育てる、金がかかるんで

す。金がかかるけれども、やっぱりその中で、いかにしてそれをうまくやっていくのか

というと、なかなかやっぱり難しいですよ。 

 ただやっぱり、金銭だけを言われて、ほかに使うているとか流用しているとかいう問

題は別としたかて、できるだけ最小限でこれだけの費用で、まだ４，０００万のお金で

も券売の２，０００万は返ってきているわけです、一般会計へ。そこまでこういう文化

振興財団で努力をしているところは、恐らく私はないと思うんですよ。 

 もっとやっぱり野呂議員も、そういうことを関心を持っていただくのだったら、もっ

とそれこそ積極的にこういうことをしていかなかったら、このホールは私はやっぱり育

たないと思います。育てるためには、理事会でも評議員会でも、そういうときにやっぱ

り傍聴でもしてね、そういう努力をしていかんと。お互いにそういう助けていかんと、 

運営するのはとても無理だと思います。最小限の中でやっぱりやっている中で  ただ 
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 、野呂さんのは、こういう費用の中でどういうものがあるかとか、あるいは券売を今聞

かしていただいたかて、こんなものほとんど赤字やないかと。それは当然赤字ですよ、

これは。赤字だけども、それを育てていくんですから。（「いかんと言うてるわけでは

ない」と野呂議員述ぶ）育てていくんですから。だから、そこらのとこをやっぱり十二

分に把握してもらわんと、我々としたかてやっぱり一生懸命やっとるんですからね、そ

の辺のところを十二分に考えていただかんと。お金の面だけじゃなしに。 

○議長（小野隆雄君）  ７番、野呂議員。 

○７番（野呂民平君） いや、私が言わんとしていることを全く曲解しとると、今の町長 

の答弁はね、私はそない思うんです。 

 私は、赤字だからいけないとか、１つ１つの事業をやって採算が合うてないからいけ

ないやないかというような指摘をしてないんですね。いわゆる１つ１つのそれぞれの事

業内容について、十分開示をすると。だから、それについてみんながどう判断するかと

いうことは、これはいわゆる文化の問題ですから、採算点については、これはやっぱり

合わないということは、これは一般的に言われている大体常識ですわね。援助をしてい

かないと、文化というのはなかなか育たないんだと、そういうことでありますから。例

えば、それはヨーロッパなんかを見ても、行政側がそれらについて、あらゆる文化につ

いて国や地方自治体が多額の援助をしていると。日本の場合には、いわゆる採算、儲け

というものが重視されて、あらゆる演劇を見に行ったかて、非常に高い金を払わないと

、１万円も２万円も出さないと一流のものは見えないというようなことでありますから

、そういう貧困な行政のなにがあるから、なっているわけです。 

 ですから、私はそういうことを言っているんではないわけです。とにかく、この財団

の報告を聞いて、私自身が理解ができないと。私が理解ができないということは、ここ

におります議員の皆さん方も理解できないと。恐らく理事者側の人も、この報告を聞い

とって、（「そんなことはない」と呼ぶ者あり）わかっておるんならよろしいわ。しか

し、今私が尋ねたことについて、少なくとも皆さん方が今答弁したことについて、聞か

れたことは初めてだと思うんです。そんなことを知っておるわけないですよ。このいわ

ゆる報告書をもろうて、そして財団に行ってですよ、これは何やと、一体内容は、とい

うことで聞いた議員がおったら、これはわかりますわ。私は決してそうではないと思う

んです。なかなかそんなことはできないです、実際問題としてね。私自身がそうなんで

すから。 
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 ですから、そういう意味で、私は、１つの事業について、これだけの事業について、

いわゆる儲けているとか儲けてないとかいう問題以前に、それぞれの内容について、事

業内容について十分開示すると。私どもに正しく正確にその内容について理解ができる

ように報告していただくと。そのことを私は求めているにすぎないんです。ですから、

今のような報告方法では、それは満たされないと。満たせへんのやったら、そういう報

告を、こういう形の報告を、今まで私は何回か指摘してきたはずですね、開発公社につ

いても。開発公社は、だんだん前進しましたけれどもね。こういう形の報告を続けるの

なら、私は詳しく本会議で、時間はかかるけれども１つ１つ質問をせざるを得ないと。

しかし、本来はこんなことしたくないんですよ、実際言えばね。時間がもったいないで

すから。そういうことを言っているにすぎないです。 

 ですから、そこのところは、町長自身誤解をせんように、私はそれは答弁してくれん

とね、そんな答弁の仕方をしとったんでは……（「非常識や」と小城町長述ぶ）非常識

なのは自分やないか、何を言うてんねん。非常識はそちらや。 

○議長（小野隆雄君）  町長、ちゃんと挙手してからやってください。 

○７番（野呂民平君） 議長。 

○議長（小野隆雄君）  町長に注意しました。 

○７番（野呂民平君） まともな答弁をしてくれ。まともな答弁をしてくれんとね、それ 

は私かて引き下がれへん。 

○議長（小野隆雄君）  暫時休憩します。 

         （午後３時４４分 休憩） 

 

           （午後３時５２分 再開） 

○議長（小野隆雄君）  再開いたします。 

 午後４時１５分まで休憩いたします。 

         （午後３時５２分 休憩） 

 

           （午後４時１５分 再開） 

○議長（小野隆雄君）  再開いたします。 

 午後７時まで時間延長いたします。 

 先ほどの野呂議員の質問に対しまして、報告書の提出方について、議会運営委員会で
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も議論を重ねて申し入れていきます。 

 なお、野呂議員の質問の中で、少し不穏当な言葉もありましたので、野呂議員に今後

気をつけていただけるようお願いしておきます。 

 それでは、ほかに質疑をお受けいたします。８番、里川議員。 

○議長（小野隆雄君）  ８番、里川議員。 

○８番（里川宜志子君） 友の会について、少し私これを見させていただく中で考え方が 

見えにくいので、ちょっと質問させていただきたいんですが、先ほど参事のほうから、

友の会の会員の数についてもご報告があったと思うんですが、個人の会員さん、法人の

会員さんの町内、町外の割合について、少し知りたいと思います。 

 それと、支出の部のほうの友の会運営費の印刷製本費ということで計上されている部

分が執行されていなかったということなんですが、ここについては、多分私当初は友の

会の会誌みたいなものを発行されるような状況にあったのかなと思っていたのですが、

その点について、今後どのようにされようとしているのか。 

 友の会の運営に関しましての財団の考え方というようなものも、あわせてこの際です

ので聞いておきたいと思うんです。 

○議長（小野隆雄君）  野口企画財政課参事。 

○企画財政課参事（野口英治君） まず、１点目の友の会の会員数につきましては、ご報 

告させてもらったとおりでありますが、町内、町外の分析につきまして、今、まことに

申しわけございませんが手元に持っておりませんので、町内、町外の構成割合について 

、後刻里川議員にご報告を申し上げたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 そして、友の会の印刷製本費、全く３万６，０００円未執行で決算を終えております

が、当初印刷製本費につきましては、当然会員カードとか会員に送ります毎月催し案内

等を印刷して出しておりますが、それ等につきましては職員ですべて対応しております

。当初、今ご指摘ありましたように、できますればいいものを友の会の皆さん方に印刷

を出して発送したいというんですか、業者に会報誌、会誌というところまでは考えてお

りませんでしたが、やはりイベント案内について、特に友の会の皆さん方に情報をつく

るのに業者に出して２回ほど計画をいたしておりましたが、それ等につきましては職員

対応ということで執行しましたので、決算についてはゼロ決算ということでさせていた

だきましたので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小野隆雄君）  ８番、里川議員。 
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○８番（里川宜志子君） 現状についての状況ということでは、今参事の答弁だと思うん 

ですが、私は最後につけ加えさせていただいたのは、友の会の今後、会の運営方という

ことについても財団の考え方を示してほしいと言ったつもりなんですが、今、町の運営

している状況を見ますと、財団と会員との、一方通行というのか、相互交通にはなって

いると思うんですが、私これからの時代大切なのは、会員同士のネットワークというの

か、会員同士の交流、コミュニケーションというものも大切なんじゃないか。特に文化

にかかわるような友の会というような内容であれば、そういうものが大切なのではない

かなと思っているんです。そこらあたりも、財団としては考慮に入れて、会誌、会報誌

という問題についても、そういうコミュニケーションがとれるような、ネットワークを

できるような、会員同士がネットワークができるような、そしてやっぱり財団を盛り上

げていっていただく友の会の会員さんの会員数もふやし、運営をやっぱり進めていって

いただきたいというふうな、私としては望みがあるわけなんですけれども、財団のほう

では、それらについても、今後運営していく中で、やっぱり文化を育てていこうと、守

っていこうという中で、非常に大切なことではないかなというふうに考えてるんですけ

れども、どうでしょうか。 

○議長（小野隆雄君）  野口企画財政課参事。 

○企画財政課参事（野口英治君） 友の会の今後の運営のあり方でありますが、ご質問者 

が申されましたとおり、一応友の会の会員につきましても、我々、目標値といったらあ

れですが、友の会の独立と言ったらあれですが、一応目標値については５００の数値を

もって臨みたい。５００になれば、当然友の会自身の運営といったらあれですが、友の

会の交流、あるいは通信欄を設けて意見交換というんですか、より友の会につきまして

は、申されましたとおり、充実した組織への取り組みというような形でさらに努力を重

ねていきたいと思います。 

○議長（小野隆雄君）  ほかございませんか。  これをもって質疑を終結いたします。 

  報告第９号 平成１２年度斑鳩町文化振興財団事業報告及び平成１３年度斑鳩町文化

振興財団事業計画の変更（第１号）についてを終わります。 

 続いて、日程１６、報告第１０号 平成１２年度斑鳩町土地開発公社業務報告及び平

成１３年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第１号）についてを議題といたします

。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第２項の規定により、委員会
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付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よって報告第１０号については、委員会付 

託を省略いたします。 

 理事者側の報告を求めます。池田企画財政課長。 

○企画財政課長（池田善紀君） それでは、報告第１０号 平成１２年度斑鳩町土地開発 

公社業務報告及び平成１３年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第１号）につきま

してご報告申し上げます。 

 まず、議案書を朗読いたします。 

 報告第１０号 

       平成１２年度斑鳩町土地開発公社業務報告及び平成１３年度 

       斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第１号）について                                                           

 標記について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告し

ます。 

  平成１３年６月１日提出 

                           斑鳩町長 小城利重 

 平成１２年度の業務報告からご報告申し上げます。 

 平成１２年度の業務報告書の１１ページ、事業実績報告書をごらんいただきたいと思

います。また、次の１２ページには、取得に関する位置図及び契約日、契約金額、面積

、未払金等につきまして、それぞれの取得につきましてお示しをいたしております。同

様に、１３ページには、処分に関しまして、取得と同じような事項につきましてお示し

いたしておりますので、あわせてごらんいただければと思います。 

 初めに、１といたしまして公有地の取得でございます。地図番号１ですが、都市計画

道路法隆寺線の事業用地として、龍田南２丁目地内で、平成１２年４月２８日に契約を

行い、用地費及び建物補償費が４，４９６万４，０５７円、経費２，０００円の合計４

，４９６万６，０５７円。地図番号２では、同じく都市計画道路法隆寺線の事業用地と

して、平成１２年１２月２７日に契約を行い、用地費が１，６０１万９３０円、経費１

万５，０００円の合計１，６０２万５，９３０円。地図番号３では、歴史的地区環境整

備街路事業用地として、本年の３月定例町議会で変更予算のご報告をさせていただきま

した西里地域の東南にあります用地を、平成１３年３月１５日に契約を行い、用地費が
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６，６４３万６，１１０円、経費４万５，０００円の合計６，６４８万１，１１０円。

地図番号４では、道路新設改良事業用地として、龍田南３丁目地内におきまして、町道

４０３０号線の新設に係る用地を平成１２年１１月１４日に契約を行い、用地費が３，

３９６万４，１８５円、経費２万２，０００円の合計３，３９８万６，１８５円であり

ます。なお、この用地につきましては、３月末までに所有権の移転手続が完了していな

いことから、未払金といたしまして１，０４３万４，１８５円が残っております。この

金額につきましては、後ほど流動負債のところで未払金として計上いたしているところ

でございます。 

 以上が取得にかかわるものでございます。 

 取得合計額では、経費も含めまして１億６，１４５万９，２８２円でございます。 

 次に、公有地の処分でございますが、地図番号１では、平成１１年度から取得してま

いりました都市計画道路法隆寺線に係る用地費及び建物補償費のうち、２億４，１９６

万４３円を町に処分清算を行いました。地図番号２では、都市計画道路法隆寺線の事業

用地の残地４２．８３平方メートルを３５３万２，６７０円で、隣接地の法隆寺線の協

力者に処分いたしております。地図番号３では、本年３月定例議会で一般会計の補正及

び土地開発公社の補正をさせていただきましたが、龍田西３丁目地内におきます土地開

発公社造成地の道路、水路を町に処分したものであります。地図番号４では、龍田南２

丁目地内におきまして、法隆寺線の隣接地で所有しておりました代替用地の一部５４．

６２平方メートルを７７６万５，５９８円で隣接の法隆寺線の協力者に処分したもので

あります。地図番号５では、法隆寺南２丁目地内の東小学校前代替用地の一部２１４平

方メートルを県道天理斑鳩線の協力者への代替用地として２，２６５万７，２５０円で

処分を行っております。なお、この土地の帳簿価格につきましては、１，３６２万４，

４８０円と時価より相当低い金額でありますので、この土地につきましては時価で処分

いたしております。 

 その結果、事業収益といたしまして、９０３万２，７７０円を計上いたしております

。 

 なお、所有権移転が完了いたしておりませんので、未収金として６８０万７，２５０

円を計上いたしております。 

 以上のことから、処分の帳簿価格の合計額は、用地補償費、経費、利息合計で３億１

，４４３万４，９３０円でございます。 
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 以上が、平成１２年度に係ります事業の概要でございます。 

  次に、３ページにお戻りいただきたいと思います。損益計算書でございます。 

 まず、事業収益の公有地取得事業収益でございますが、３億２，３４６万７，７００

円でございます。 

 事業原価は、３億１，４４３万４，９３０円で、差し引き事業利益は９０３万２，７

７０円でございます。この金額は、先ほどご説明いたしました処分の地図番号５の東小

学校前用地処分に係ります事業利益によるものでございます。 

 次に、営業外収益につきましては、１９万６４０円で、内訳としましては、預金の受

け取り利息１万２，５４５円、雑収益としましては、公社保有地を資材置き場等に貸し

出しを行い、その収益１７万８，０９５円であります。 

 この結果、当期利益としましては、事業利益、営業外収益の合計で９２２万３，４１

０円でございます。 

 次に、４ページの貸借対照表でございます。 

 まず、資産の部の流動資産でございます。現金及び預金で、８３１万６，７２２円で

ございますが、開発公社の基本財産５００万円と普通預金の３３１万６，７２２円の合

計となっております。 

 次に、未収金でございますが、６８１万４，７５０円でございます。内訳としまして

は、先ほどの処分地図番号５でご説明申し上げました東小学校前処分に係る未収金６８

０万７，２５０円及び基本財産５００万円の定期預金利息７，５００円の合計でござい

ます。 

 次に、公有用地でございますが、２５億７，１０１万６，１１５円でございます。こ

の金額は、平成１２年度末の土地開発公社保有地の期末残高でございます。恐れ入りま

すが、後ろの１６ページをごらんいただきたいと思います。１６ページ、Ａ３の用紙で

ございますけども、平成１２年度斑鳩町土地開発公社保有地明細書をごらんいただきた

いと思います。一番下の合計欄の右のほうに期末残高の合計を載せております。用地費

等諸経費、支払い利息の合計で２５億７，１０１万６，１１５円となっております。 

 この結果、資産合計は、２５億８，６１４万７，５８７円であります。 

 次に、５ページをお開きいただきたいと思います。５ページの負債及び資本の部でご

ざいます。 

 まず、流動負債でございますが、２５億６，７１２万８，１８５円で、内訳としまし
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ては、未払金として１，０４３万４，１８５円でありますが、これは先ほどの事業概要

でご説明申し上げました取得地番号４の町道４０３０号線に係る未払金でございます。

短期借入金は、２５億５，６６９万４，０００円でございまして、借入金の明細書につ

きましては、７ページに借入先別の期末残高を記載しておりますので、後ほどご参照い

ただきたいと思います。 

 次に、基本財産でございますが、土地開発公社の基本財産として町からの出資金５０

０万円でございます。 

 次に、準備金でございますが、前期繰越準備金４７９万５，９９２円と、先ほど３ペ

ージでご説明いたしました当期利益９２２万３，４１０円の合計で１，４０１万９，４

０２円でございます。この準備金合計額１，４０１万９，４０２円は、翌年度でありま

す平成１３年度に繰り越しをさせていただいているところであります。 

 以上のことから、資本合計額は、資本金と準備金の合計額で１，９０１万９，４０２

円となり、負債及び資本合計は２５億８，６１４万７，５８７円であり、４ページの資

産合計と符号しているところでございます。 

 なお、本業務報告につきましては、５月１４日に監事であります松田議員、中野収入

役に監査をお願いし、審査意見書をいただいております。その意見書を９ページに添付

をさせていただいておりますが、長期公社保有地の解消につきましては、町長提案説明

にもありましたが、昨年担当常任委員会にお示しいたしました計画に沿いながら積極的

に対処してまいりたいと考えているところでございます。 

 以上で、平成１２年度の斑鳩町土地開発公社の業務報告とさせていただきます。 

 続きまして、平成１３年度斑鳩町土地開発公社事業変更予算（第１号）につきまして

ご報告を申し上げます。 

  まず、平成１３年度の事業変更予算の１０ページをごらんいただきたいと思います。 

 今回の事業変更予算は、処分事業につきまして、歴史的地区環境整備街路事業用地処

分を新たに追加して、６，６６０万円を追加するものでございます。そうしたことから

、合計既定予定額２億７，２６４万５，０００円に対しまして、変更予定額６，６６０

万円で、変更後は３億３，９２４万５，０００円でございます。 

 本用地につきましては、先ほどの平成１２年度業務報告でご説明申し上げましたが、

西里地区の東南にある旧菅邸の一部で本年３月１５日に契約を行い、開発公社で買収を

行ったところであります。この用地の処分につきましては、平成１３年度の当初予算で



 

47 

は平成１４年度での処分を計画いたしておりましたが、一般会計におけるこの用地の取

得につきまして、平成１３年度で国の補助金が採択される見込みとなりましたので、平

成１３年度中に町に対し処分を行うために、今回土地開発公社予算を変更をさせていた

だき、処分事業を変更するものであります。 

 それでは、変更予算の１ページにお戻りいただきたいと思います。朗読をもちまして

ご報告とさせていただきます。 

      平成１３年度斑鳩町土地開発公社事業変更予算（第１号） 

（総則） 

第１条 平成１３年度斑鳩町土地開発公社事業変更予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量に次の事業を加える。 

    １．歴史的地区環境整備街路事業用地処分 

（収益的収入及び支出） 

第３条 既定の収益的収入及び支出の予定額を次のとおり変更する。 

 科目 収益的収入 既定予定額２億７，２６５万５，０００円、変更予定額６，６６

０万円、合計３億３，９２５万５，０００円。 

 科目 収益的支出 既定予定額２億７，２６４万５，０００円、変更予定額６，６６

０万円、合計３億３，９２４万５，０００円。 

 ２ 収益的収入及び支出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表収益

  的収入及び支出予算」による。 

（資本的収入及び支出） 

第４条 既定の資本的支出の予定額を次のとおり変更する。（資本的収入額が資本的支 

出額に対して不足する額３億３，８１４万４，０００円は、当年度分損益勘定留保

資金３億３，８１４万４，０００円で補てんするものとする。） 

  科目 資本的収入 既定予定額３億９，４７０万４，０００円、変更予定額 変更

なし、合計３億９，４７０万４，０００円。 

 科目 資本的支出 既定予定額６億７，７３４万９，０００円、変更予定額５，５４

９万９，０００円、合計７億３，２８４万８，０００円。 

 ２ 資本的収入及び支出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第２表資本
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  的収入及び支出予算」による。 

                        平成１３年５月１５日 

                        斑鳩町土地開発公社                      

                        理 事 長           小城利重 

 以上で、報告第１０号 平成１２年度斑鳩町土地開発公社業務報告及び平成１３年度

斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第１号）につきましてのご報告とさせていただき

ます。よろしくご審議賜りますことをお願い申し上げましてご報告とさせていただきま

す。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小野隆雄君）  報告が終わりました。本件について質疑をお受けいたします。９ 

番、松村議員。 

○９番（松村健一君） 監査報告にもありますように、土地開発公社の未処分で長期にわ 

たっている比率が非常に高いわけです。全体で１万６，０００平米の中で、大体８０数

％になるかと思うんですが、５年を超えている。５年を超えているのは、塩漬け状況と

言うらしいですが、その塩漬け状態が非常に比率が高いと。これは監査のご指摘にもあ

りましたが、数値を見れば一目瞭然でありますが、それに対してこの春「処分計画」と

いう資料をいただいております。なかなかそう簡単にすぐにはいくもんではないと。そ

れに掲げた計画を実現するためにどういう手を打たれているかということをお聞きした

いと思います。 

 それと、開発公社の土地の運営、あるいは開発公社自身についての運営について、新

しい通達が出たというふうに聞いておるんですが、どういう通達が出て、その通達の趣

旨に従って何をやったか、あるいはやるかということについて、まずお聞きしたいと思

います。 

○議長（小野隆雄君）  池田企画財政課長。 

○企画財政課長（池田善紀君） まず、長期保有地の処分計画の概要でございます。 

 今、質問者が申されましたように、昨年  平成１２年の１２月の総務委員会におき 

 まして、平成１６年度末までの処分計画書をご提出させていただいておるところでござ

います。 

 町といたしましては、ここに書かせていただきました計画に基づきましてこの計画が

実現できるように、町長も提案説明の中で申し上げましたように、積極的に対処してま

いりたいと考えております。 
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 平成１３年度につきましては、法隆寺駅前の駐在所の用地がございます。駐在所の用

地につきまして、まず当面土地開発基金のほうで保有して、少しでも土地開発公社の保

有地を少なくしようと努力をいたしておるところでございます。 

 なお、平成１４年度におきましては、あと法隆寺駅前のほうで駐輪場の用地もござい

ますし、これらにつきましても、町財政を見る中、また土地開発基金も活用しながらこ

れの対策に充てていきたいと思っております。 

 また、もう一方、中宮寺跡地の史跡につきましても、今現在国の追加指定になりまし

たので、この処分につきましても担当課と詰めながら処分に向けて努力してまいりたい

と考えているところでございます。 

 あと、もう１点、運営についての通達が出たということでございます。確かに、昨年

ですけども、平成１２年の４月２１日付で、旧建設省及び旧自治省から出されておりま

す。 

 その内容としては、大きくは２点あります。今、監査のほうからも指摘がありますよ

うに、長期保有地の積極的な処分、２点目といたしましては、土地の取得時においては

、依頼者である町との間において買い戻しの予定時期、買い取りの予定価格、また買い

取りを目的を明確にすること、町の債務負担による買い取りであることを明確にするこ

となどが大きな点でございます。 

 この運営につきまして、今現在町から依頼があって先行買収を行っている場合につき

ましては、今申し上げました買い戻しの予定時期、買い取りの予定価格、買い取り目的

等を明確にしながら、監査の指摘でもありましたように、担当課と十分協議してその先

行買収に努めておるところでございます。 

 なお、もう１点、一番最後の町の債務負担による買い取りであることをより明確にし

なさいということにつきましては、平成１３年度予算におきまして、町の開発公社に対

する債務負担行為の額について新たに計上をさせていただいたところであります。 

 以上でございます。 

○議長（小野隆雄君）  ９番、松村議員。 

○９番（松村健一君） 様子がわかりました。これは大変な仕事になると思いますが、強 

力に進めていただきたいというふうに思います。 

 ちょっと各論的になりますが、もう１点だけ。 

 龍田西８丁目の代替用地、これはガソリンスタンドの裏のところですが、ここのナン
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バーで言いますと１２番ですが、１，６７８平米、３億５，５００万。非常に高い値段

がついているわけですが、この土地を買われたときに私はこの場で、あそこはちょっと

宅地としては無理ではないかと。上も崖、下も崖になっております。そうしましたとこ

ろ、当時の清水建設部長は、いや、道路をちゃんと整備すれば宅地になります、それで

やりますというご返事でした。 

 ところが、ことしの春出されました町の長期計画を見ますと、この土地は公園用地と

して町で処分すると。要は、相当おそくなった。平成１７年以降に公園用地として町に

処分というふうな予定が書き込まれております。この辺、１つの事例ですが、土地を買

われるときの見通しというか、ややずさんな点があったのではないかというふうに思っ

ております。その辺、お聞きしたいと思います。 

○議長（小野隆雄君）  小城町長。 

○町長（小城利重君） この公園に関しましては、いろいろと議会等の方々、あるいは地 

元自治会等もございまして、あの関係の稲葉西、ちょうど交差点の下側の方々があそこ

へ転居をするとかいろいろな話もございまして、地元からいろんなマンションの反対と

かある中で、でき得れば代替地で買っていただけないかというようなご要望の中で町が

買い上げたということを記憶をいたしてます。 

 いずれにいたしましても、一番バブルの高い時期でございましたから、今はバブルが

はじけて非常に地価が下がってきたという経緯がございます。そういう中で、担当ある

いは我々としても、平成１７年の見通しを立てた中では、そういう計画を一応言ってい

ると。２年前の清水部長の答弁では、下にちょうど三室休日応急診療所、旧の建物等ま

だございますから、そこらを何とかして道路的に確保できれば、住宅用地として可能で

あるという答弁をされたと私は思っておりますけど。 

○議長（小野隆雄君）  よろしいですか。  ほかございませんか。７番、野呂議員。 

 ○７番（野呂民平君） まず、１点は、駅前の土地でありますけれども、これは当初買っ 

たのが７億７，０００万余りですね、非常に金額的に高いわけでありました。平成２年

３月に買っておるわけでありますが、その支払い利息が何と２億６００万になっており

ます。 

 これは、当初国鉄の清算事業団からの払い下げということで、当町も大変駅前整備に

ついて、あの土地については欲しいということで買ったわけであります。当時、たしか

、いわゆる境界明示ができないので登記ができないということで、なかなか移転登記が
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進まなかったというような記憶があるんですけれども、それらの整理については、その

後きちっとされたんかどうか、そのことをまず伺っておきたいと思います。整理がちゃ

んとされておるのかということですね。 

 それと、いわゆる簿価がどんどん上がると。これは、当初の金利が高いころから比べ

たら、今恐らく借りかえをしていると思うんですけれども、しかしその辺について、い

わゆる今の低利だからこういう形で持っておるのが開発公社としていいと考えておるの

か。あるいは、これ以上簿価が上がることを阻止しようという考えであるなら、一般会

計で買うというようなことも考えておるのかどうか。 

 それから、もう１つは、この土地について、いわゆる町の一般会計で駅前の土地につ

いては持つんか、あるいは計画しております区画整理、再開発と、そういう面で一緒に

いわゆるやっていくのか。そういう考え方が根底にあるから開発公社で持たねばならな

いのか。あるいは、一般会計で持っても、そういう組合のいわゆる区画整理としてやっ

ていけるのか、やれるのか、その辺はどういうぐあいに考えたらいいのか。基本的な考

え方も含めてどう考えておるのか、伺っておきたいと思います。 

 それから、もう１つは、中宮寺池でありますけれども、これも追加指定がされまして

範囲がさらに広くなりました。この問題点は、前も一部そのほかにも、いわゆる酒屋さ

んの問題で何ぼか買い上げておったというようにも記憶をしているわけですけれども、

それは指定地域ですけれども、今回拡大するということになりますと、今までの指定地

域でも、いわゆる文化庁は予算がないということで、いわゆる予算の範囲内での買い上

げということで、これは何十年と買い上げをしてくれないということがずっと続いてき

ているわけですね。今日さらに地域指定が拡大して、より広い面積になったと。そうい

たしますと、さらにそういうことについて、国の予算というのは、非常に今日の財政事

情が厳しい中で、買い上げということにはなかなか前へ進まないんではないかと。そう

いたしますと、地元農民としては、規制がかぶっているわけですから、他への転売も相

ならんということになると。今日では、ご承知のように百姓自体が成り立たないと、む

しろ土地を早く手放したいと、どんな形でもいいから金にしたいというような意向もあ

ろうかと思うんですね。そういったジレンマがあると。 

 前に聞いた話では、いわゆる町が買いますと、それは文化庁から補助対象にならない

というような話も出ておったと思うんですね。そういう点について、一体、現在でもそ

ういうことなのか。今回拡大されて、今後そういった点についてはどう町として考えて
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おるのか、尋ねておきたいと思います。 

 それから、もう１つは、私はこの開発公社の土地について、中宮寺池でもそうであり

ますけれども、相当広大な土地であると。それから、私どもの団地につきましても、一

定の広さの土地があると。そういうものについて、やっぱり有効活用を考えるべきだと

いうことを前から言ってきたわけですけれども、囲いをしてただ単に草を生やしておく

だけと。しかも、職員が草刈りに来るというようなことだけなんですね。やはり、金利

を払って最終的には町民が負担せんなんわけですから、その間だけでも町民の有効利用

というようなことについては、私はもっと積極的であっていいんではないかと。これは

、ごみ処理について、町はそういった面にも、活用にも提供するんだと言っておきなが

ら、実際上はそうなっておらないというように思うんですね。そういう点について、開

発公社で買っている土地の有効利用について、どう考えておるのかということを聞いて

おきたいと思います。 

 それから、もう１点は、監事でありますけれども、収入役がなってますね。これは、

私は今日時点では、もう適当でないというように思うんですね。三役の収入役が、これ

が監事をやっておると。これは非常に理解に苦しむと。私はこの際定款をやっぱり変え

て監事をかえるということにしないと、明瞭さが保たれないんではないかというように

思うわけです。 

 以上の見解を聞いておきたいと思います。 

○議長（小野隆雄君）  小城町長。 

○町長（小城利重君） ２点目の中宮寺の関係について申し上げたいと思います。 

 中宮寺は、当初から２万７，０００平米ということで国の文化庁に申請をしておった

わけですけども、平成２年に１万２，０００平米ということで、残りの１万何がしとい

うのが残ったということで国のほうがしてます。国は、とりあえずやっぱり一応すべて

２万７，０００というものが決まった中で、これから町が計画をする中で、恐らく来年

度から購入をしていこうと思ったら、恐らくこれからその土地所有者の関係者と協議を

しながら、やっぱり分けていただかなかったらいかんわけですから、そういう関係等に

ついての説明会をする中で、おおむね了解を得れば、当然国のほうに対して、ことしは

これだけの買い上げをしますよということについては、それは予算的な措置はすると思

います。 

 ただ、そういう点では、何も別に町が部分的に買うたらとかいうことはなかなかでき
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ない。ただ、やっぱりそこで虫食い的に売られたらいかんということで、一部の方だけ

あそこを直接文化庁で買っていただいた経緯がございます。 

 ただ、国のほうとしては、中宮寺史跡は非常に関心を持っていただいてます。先だっ

ても史跡の会議で佐々木長官と会いますと、やっぱり斑鳩町の中宮寺というのは、我々

はやっぱり関心があるんですということで、特に重視をされておったと思います。 

 いずれにいたしましても、追加指定をして、これですべて範囲が全部指定をされたと

いうことは、これからどんどん進んでいける。ただ、町がどういう計画、イメージをす

るのか、あるいはどういうものにしていくのか、そういうやっぱりパーツをつくって、

そしてやっぱり住民のご理解をいただく中で、史跡の買い上げをしていくということに

なってまいろうと思ってます。 

 それと、やっぱり開発公社で買ったというのは、それは将来的に史跡指定の関係等受

けたら買い上げしていくと、車の駐車場等も考えてという話であった。当初は、一時あ

そこにバスを入れた時もあって、自治会からも陳情に来られて、あそこへは子どもがソ

フトボールで遊ぶんやからバスを入れないでくださいとかいう陳情等があったと記憶を

いたしておりますけども、その後はバスが減ってきたということで、現在は何もないと

。ただ、草が生えてはいかんということで、きれいに砂を入れてまして、子どもが遊ん

だりはしてますものの、いずれにいたしましてもこの問題等については、やっぱり我々

としてはどうしていくかという、やっぱり土地開発公社の関係等について議論をしてい

かなきゃいけないと思っております。 

 あとの関係については担当から説明させます。 

○議長（小野隆雄君）  池田企画財政課長。 

○企画財政課長（池田善紀君） まず、１点目の法隆寺駅前の土地でございます。 

 まず、登記につきましては、すべて斑鳩町土地開発公社の名義になっております。分

筆も完了いたしております。 

 次に、処分方法についてでございますけども、先ほど松村議員さんの答弁の中にも若

干触れさせていただいたんでございますけども、まず駐在所と駐輪場の部分につきまし

て、平成１６年度までに、まずこれについては町で買収していこうということに決めて

おります。その買収方法につきましても、土地開発基金を活用して買収していきたいと

考えております。 

 あと、残地につきましては、駅前の整備の関係もあるんですけども、駅前の整備、ま
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た法隆寺駅舎の整備の関係もあろうかとは思いますけども、まず当面この駐在所と駐輪

場を土地開発基金で買収していって長期保有地の額、面積も減らしていきたいと考えて

おります。 

 なお、この土地について、駅前整備で開発する場合においての補助金等でございます

けども、土地開発基金もしくは公社で持っておった場合には、街路整備の場合に補助金

が出ることになっております。なお、町独自、町の財産として、斑鳩町の財産として所

有した場合には、補助金が出ないこととなっております。 

 あと、中宮寺につきましては、町長のほうからご答弁させていただきました。 

 それと、土地の有効活用についてであります。今現在土地開発公社の土地につきまし

ても、ごみ置き場や、また地域の老人会の方がゲートボールに使わせてほしいと申し出

があった場合につきましては、一定の協定を結んで無償で利用をしていただいておると

ころがありますんで、今ご指摘の土地につきましても、質問者のほうからまた何か地域

自治会でご要望があれば、取りまとめてこちらのほうへお話をもってきていただきまし

たならば、一定の協議をさしていただきたいと考えておりますんで、ご理解賜りたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（小野隆雄君）  芳村助役。 

○助役（芳村 是君） 監事は収入役は適当ではないのではないかということなんですが 

、定款では町長が任命するということになって、慣例で監査委員さんと収入役が監事に

しておるという状況でございます。したがいまして、それがこれまできた経緯を踏まえ

まして検討はしたいと、このように思います。 

○議長（小野隆雄君）  ７番、野呂議員。 

○７番（野呂民平君） 収入役にも感想を聞こうと思いましたけれども、恐らく自分で監 

事をやっておりながら疑問に感じておるというように私は推測するわけでありますけれ

ども、助役が今それについては検討をしたいということでございますので、これで終え

ておきます。 

 以上です。 

○議長（小野隆雄君）  ほかにございませんか。８番、里川議員。 

○８番（里川宜志子君） 土地の長期保有についても、私もやっぱりちょっときちんと見 

ていかないといけないと思っているわけなんですが、先ほど企画財政課長のほうからも
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一定の答弁があって、今後計画的に解消に向けて努力するということなんですが、これ

計算すればわかるんですけどね、大変申しわけないんですが、いろいろ計画を立てはる

中でやったら、つかんでおられると思うので、ちょっと確認したいんです。斑鳩町の現

在持っている土地の１００％に対しまして、５年未満の保有の土地、５年以上の土地、

１０年以上の土地、できましたらパーセントで割合を示していただけないかなと思うん

ですが、すぐ出るようやったら、はっきり数字的につかみやすいということで、担当の

ほうで割合を出していただいているのであれば、その数字を教えていただきたいと思う

んです。 

 それと、先ほどの答弁の中で、土地開発基金での購入ということが何度か言われてい

たと思うんですが、現在の土地開発基金というのは、一体どの程度基金あるのか、そこ

もちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（小野隆雄君）  池田企画財政課長。 

○企画財政課長（池田善紀君） まず、パーセンテージですけども、保有額、額で言わせ 

ていただきます。５年を超えるものが４３．６％、１０年を超えるものが４６．６％。 

 あと、土地開発基金でございます。土地開発基金につきましては、金額で４億３，８

００万あるんです。そのうち、今、目安の第２浄水場跡地の土地で約２億保有いたして

おります。これにつきましては、ご存じのように、今年度予算で買い戻しということに

なっておりますんで、現金が入ってきます。 

 もうあと１点、２億３，８００万公社のほうで無償貸付をやっておったんですけども

、そのうちの約１億円を取り崩して、先ほど野呂議員さんのご質問にお答えしましたよ

うに、駅前の駐在所の用地をもう保有いたしております。 

 以上です。 

○議長（小野隆雄君）  ８番、里川議員。 

○８番（里川宜志子君） 昨年度新聞などで土地開発公社奈良県下の土地保有の状況とい 

うのが発表されていたと思うんですが、そのときの数字に比べましたら若干、１０年以

上の保有の土地の割合が下がっているとは思うんですが、まだまだ高い状況にあります

ので、今後も、先ほど課長が答弁していただいたように、今のようにどの程度の割合を

占めているのかということなどもきちっと視野に入れていただいて、このやはり割合を

減らしていくんだという意識のもとでぜひ事業を遂行していっていただきたいことをお

願いしてこれで終わります。 

○議長（小野隆雄君）  ほかございませんか。  これをもって質疑を終結いたします。 
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  報告第１０号 平成１２年度斑鳩町土地開発公社業務報告及び平成１３年度斑鳩町土

地開発公社事業計画の変更（第１号）についてを終わります。 

 続いて日程１７、推薦第１号 斑鳩町農業委員会委員の推薦についてを議題といたし

ます。 

 議会推薦の農業委員会委員の宮崎亮氏、吉村義光氏の２名から、本年６月３０日をも

って辞任届を提出されております。その後任として、議会推薦の農業委員に、福井康夫

氏、桝田博氏の２名の方を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま指名いたしました２名の方を、農業委員会委員として推

薦することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よって、推薦第１号 農業委員会委員の推 

薦については、ただいま指名いたしました２名の方を推薦することに決しました。 

 お諮りいたします。皆様方のお手元に配布しております２件の議案を日程に追加し、

議題とすることにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。よって、追加日程１、承認第４号 町長専 

決処分について承認を求めることについて（平成１３年度斑鳩町老人保健特別会計補正

予算（第１号）について）、追加日程２、承認第５号 町長専決処分について承認を求

めることについて（平成１３年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて）を日程に追加し、追加日程１、承認第４号、追加日程２、承認第５号を直ちに議

題とすることに決しました。 

 ただいま議題となりました２議案は、先ほど町長から総括提案説明の中で受けました

ので、会議規則第３９条第２項の規定により、提案説明を省略することにご異議ござい

ませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  異議なしと認めます。 

 これより、追加日程１、承認第４号 町長専決処分について承認を求めることについ

て（平成１３年度斑鳩町老人保健特別会計補正予算（第１号）について）を議題とし、

総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（小野隆雄君）  これをもって追加日程１、承認第４号に関する総括質疑を終結い 

たします。 

 ただいま議題となっています追加日程１、承認第４号は、厚生常任委員会に付託いた

します。 

 続いて、追加日程２、承認第５号 町長専決処分について承認を求めることについて

（平成１３年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について）を議題とし

、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小野隆雄君）  これをもって追加日程２、承認第５号に関する総括質疑を終結い 

たします。 

 ただいま議題となっています追加日程２、承認第５号は、厚生常任委員会に付託いた

します。 

 以上をもちまして本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 明２日、３日、４日、５日、６日は休会、７日は午前９時から一般質問を予定してお

りますので、定刻にご参集をお願いいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。ありがとうございました。 

         （午後５時０８分 散会） 


